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【掲載事業体】 
村上市森林組合
両津東部森林組合
有限会社 中惣林業
中蒲みどり森林組合
大谷林業
魚沼市森林組合
株式会社 村山土建
くびき野森林組合
ぬながわ森林組合
南魚沼森林組合

にいがた山しごと情報誌

★新潟県の林業に興味を持った方は
公益社団法人  新潟県農林公社「新潟県林業労働力確保支援センター」のHPをチェック!!

http://www.niigata-rinrou.com/ 新潟　林業　センター 検索

新潟県
認定事業体一覧
平成26年4月1日現在

■認定事業体とは……
　林業に従事する中で、雇用管理の改善と事業の合理化などの「改善
　計画」を作成し、新潟県知事の認定を受けた事業体のことです。

※公益社団法人 新潟県農林公社「新潟県林業労働力確保支援センター」　〒950-0965  新潟市中央区新光町15-2 公社総合ビル5階　☎025-285-7711

【森林組合】
関川村森林組合
村上市森林組合
いわふね森林組合
東蒲原郡森林組合
さくら森林組合 　　　　　　　
中蒲みどり森林組合
南蒲原森林組合
中越よつば森林組合
柏崎地域森林組合
魚沼市森林組合
湯之谷地域森林組合
南魚沼森林組合
十日町地域森林組合
津南町森林組合
ゆきぐに森林組合　　　　
くびき野森林組合

頸南森林組合
ぬながわ森林組合
両津東部森林組合
新穂森林組合
佐渡森林組合　　　　
南佐渡森林組合

岩船郡関川村大字上関1021番地3
村上市府屋121番地2
村上市羽黒町2-38
東蒲原郡阿賀町両郷乙515番地
新発田市中倉48番地2
五泉市村松工業団地2丁目1566番地2
加茂市大字下高柳字出戸1番地1
長岡市雲出町字前田4421
柏崎市三和町9番22号
魚沼市細野208番地1
魚沼市湯之谷芋川568番地
南魚沼市舞子1819番地
十日町市大黒沢1789番地1
中魚沼郡津南町大字中深見乙2176番地
上越市大島区棚岡1569番地1
上越市新光町1丁目11-19
※2014年6月～［新住所・TEL］
上越市大字青野2741番地
妙高市大字志2243番地2
糸魚川市南押上2丁目13番6号
佐渡市下久知572番地13
佐渡市新穂瓜生屋666番地2
佐渡市千種247番地1
佐渡市羽茂本郷1921-1

0254-64-1249
0254-77-3121
0254-52-1593
0254-95-2016
0254-29-0600
0250-58-7824
0256-53-0080
0258-21-4525
0257-22-6212
025-797-2142
025-792-2562
025-783-3349
025-758-3115
025-765-2510
025-594-2041
025-522-1920

025-520-6200
0255-72-3379
025-552-1533
0259-27-7156
0259-22-2027
0259-63-4164
0259-88-2017

【その他認定事業体】
株式会社  見晴屋林業
株式会社  和信建設
株式会社  マルユー
有限会社  中惣林業
高根生産森林組合
有限会社  マルワイ
有限会社  阿部林業工務店
有限会社  丸実
有限会社  山作
有限会社  馬場工務店
株式会社  牛木組
岩佐木材有限会社
株式会社  村山土建
若月建設株式会社
カネか渡辺建材株式会社
株式会社 戸田組
新潟県森林組合連合会

南魚沼郡湯沢町大字三国1102番地1
妙高市大字杉野沢1675-1
加茂市幸町1丁目2番22号
東蒲原郡阿賀町綱木2029番地
村上市高根804番地1
東蒲原郡阿賀町日野川乙1889番地
村上市松沢143
村上市桃川1085-1
村上市山屋1715番地2
東蒲原郡阿賀町細越534
上越市名立区名立大町1630番地1
村上市府屋197番地11
十日町市山本71番地1
新発田市小戸1305番地
村上市今宿45番4
魚沼市葎沢204-8
新潟市西区曽和521-3

025-789-3493
0255-86-6245
0250-58-8688
0254-99-3446
0254-73-0265
0254-95-2264
0254-66-6440
0254-66-5628
0254-66-7345
0254-99-3592
025-537-2316
0254-77-2041
025-752-3721
0254-31-4111
0254-66-5328
025-792-0417
025-261-7111
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新
潟
県
は
、
県
土
の
総
面
積
の
う
ち
の
68
％
が
広
大
な
森
林
で
覆
わ
れ
て
お
り
全
国
第
６
位
の
森

林
面
積
を
有
し
て
い
ま
す
。
ス
ギ
を
中
心
と
し
た
針
葉
樹
と
、
ブ
ナ
・
ナ
ラ
類
を
主
体
と
し
た
広
葉

樹
な
ど
多
様
な
樹
種
で
構
成
さ
れ
、
県
土
の
保
全
や
水
資
源
の
か
ん
養
、
二
酸
化
炭
素
の
固
定
や
心

の
癒
し
等
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
森
林
は
、
太
古
か
ら
人
と
と
て
も
近
い
関
係
に
あ
り
、
戦
後
の
焦
土
と
化
し
た
日
本
の
復
興
を
支

え
る
な
ど
、
社
会
の
大
混
乱
や
大
災
害
か
ら
の
復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
近
年

の
大
震
災
や
そ
れ
に
伴
う
原
発
事
故
、
豪
雨
、
豪
雪
な
ど
苦
難
の
時
こ
そ
、
一
層
森
林
や
木
の
大
切

さ
を
痛
感
し
ま
す
。

　
こ
の
森
林
を
、
つ
く
り
、
守
り
、
育
て
、
活
か
す
た
め
に
は
、
森
林
の
手
入
れ
を
行
う
『
緑
の
担
い

手
』
が
と
て
も
重
要
で
す
。
現
在
は
、
機
械
化
の
進
展
な
ど
も
あ
り
若
年
層
の
割
合
が
増
加
し
て
お

り
、
平
成
22
年
度
は
７
２
７
人（
認
定
事
業
体
森
林
技
術
員
総
数
）が
県
内
各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
や
再
生
可
能
な
資
材
と
し
て
の
木
材
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
木

材
な
ど
、
森
林
・
林
業
は
循
環
型
の
地
域
社
会
の
形
成
に
役
立
つ
こ
と
な
ど
か
ら
期
待
は
高
ま
っ
て

き
て
お
り
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
や
木
材
の
活
用
な
ど
は
、
今
後
益
々
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
、
そ
の
仕
事
が
『
緑
の
担
い
手
』
達
に
よ
り
県
内
各
地
の
森
林
の
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
額

に
汗
し
働
く
彼
ら
彼
女
ら
が
ど
の
よ
う
な
想
い
で
働
い
て
い
る
か
を
本
音
で
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
林
業
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
林
業
が
全
く
わ
か
ら
な
い
方
々
も
、
是
非
と
も
頁
を

開
い
て
み
て
下
さ
い
。

　
森
林
と
つ
な
が
り
寄
り
添
い
な
が
ら
働
く
『
緑
の
担
い
手
』
の
言
葉
を
通
し
て
、
森
林
を
感
じ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
も
し
も
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
長
い
時
と
手
間
を
か
け
て
行
っ
て
い
る
「
森
林

づ
く
り
」
と
い
う
壮
大
な
創
作
活
動
に
共
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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新
潟
県
の
森
林
面
積
は
約
86
万
ha
で
県
土

の
68
％
を
占
め
て
お
り
、
国
有
林
を
除
く
民

有
林
は
57
万
ha
と
森
林
の
66
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
林
業
者
や
林
業
事
業
体
が

育
成
し
て
き
た
人
工
林
に
つ
い
て
主
に
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
民
有
林
人
工
林
率
は
約
24
・
９
％
で
全
国

46
位
で
あ
り
、
全
国
平
均（
約
46
％
）と
比
べ

て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人

工
林
は
ス
ギ
が
主
体
で
次
い

で
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ
マ
ツ
、
カ

ラ
マ
ツ
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
天
然
林
は
ほ
ぼ
広
葉
樹

で
森
林
面
積
の
63
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
新
た
に
、
林
業
へ
の
就
業
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
20
日
間
程
度
の
座
学
・
実
習
を

行
う
も
の
で
、
林
業
就
業
に
必
要
な
知
識

や
技
術
を
得
ら
れ
る
講
習
会
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
林
業
の
基
本
的
知
識
の

講
習
、
林
業
・
木
材
産
業
等
の
施
設
見
学
、

林
業
労
働
安
全
衛
生
講
習
、
林
業
作
業
の

実
地
講
習
、
刈
払
機
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

作
業
講
習
、
林
内
作
業
車
講
習
、
小
型
車

両
系
建
設
機
械（
3t
未
満
）運
転
業
務
講
習
、

就
業
・
生
活
相
談
等
の
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
新
潟
県
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
実
施

し
、
平
成
23
年
度
ま
で
に
１
５
５
名
が
修

了
。
う
ち
69
名
が
林
業
へ
就
業
し
て
い
ま

す
。
講
習
は
例
年
、
春
と
秋
の
２
回
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

※

林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
５
条
で
定
め
る

　
林
業
労
働
力
確
保
改
善
計
画
を
都
道
府
県
知
事
に
認
定
さ
れ
た

　
林
業
事
業
体

民
有
林
の
森
林

資
源
の
状
況

林
業
就
業
支
援
講
習

（
主
催
・
新
潟
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
緑
の
雇
用
現
場
技
能
者
育
成
対
策
事

業
と
は
、
森
林
組
合
な
ど
の※

認
定
事
業

体
に
採
用
さ
れ
た
林
業
未
経
験
者
の
方
に
、

林
業
で
必
要
な
技
能
を
学
ん
で
も
ら
う
た

め
、
同
事
業
体
を
通
じ
て
講
習
や
研
修
を

行
う
こ
と
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
す

る
制
度
で
す
。
一
人
前
に
な
る
に
は
数
年

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
林
業
。
林
業
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
る
た
め
に
は
様
々

な
技
能
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

緑
の
雇
用
現
場
技
能
者
育
成
対
策
事
業

就
業
前
の
支
援
策
は…

就
業
後
の
支
援
策
は…

　
ス
ギ
の
造
林
は
昭
和
30
〜
40
年
代
に
盛
ん

に
行
わ
れ
、
昭
和
40
年
度
に
は
最
高
の
年
間

４
７
１
９
ha
の
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
代
に
造
林
さ
れ
た
ス
ギ
は
現
在
、
８
〜

12
齢
級（
36
年
生
〜
60
年
生
）
に
な
り
、
県

内
で
最
も
資
源
量
の
多
い
齢
級
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ス
ギ
人
工
林
の

齢
級
配
置

　
間
伐
は
、
良
質
な
木
材
の
生
産
に
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
ま
た
、
森
林
を
健
全
な
状
態

に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
最
も
重
要
な

森
林
施
業
で
す
。
左
図
は
切
捨
間
伐
・
搬
出

間
伐
面
積
及
び
利
用
材
積
を
示
し
て
い
ま
す
。

国
・
県
・
市
町
村
・
森
林
組
合
な
ど
が
重
点
的

に
推
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
面
積
・
利
用
材

積
と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

間
伐
面
積
及
び

利
用
材
積

 

　
近
年
で
は
森
林
技
術
員
は
年
々
減
少
し

て
お
り
、
平
成
22
年
度
に
は
平
成
12
年
度
の

約
半
数
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
一
方
で
、

若
い
世
代
の
割
合
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

森
林
組
合
森
林

技
術
員
の
推
移

にいがた山しごと情報誌

林
業
に
就
業
し
た
い
け
ど
、

経
験
も
な
い
し
、

不
安…
と
い
う
方
で
も
大
丈
夫
！

NW森林いきいきHP
PCサイト　http://www.nw-mori.or.jp/
携帯サイト http://www.nw-mori.or.jp/mbl/

（上のQRコードを読み取ってください）

新潟潟県林業労働力確保支援センターHP
http://www.niigata-rinrou.com/

緑の雇用ウェブサイト
PCサイト　http://www.ringyou.net/
携帯サイト http://www.ringyou.net/mobile/

（上のQRコードを読み取ってください）

新
し
く
林
業
へ
の
就
業
を
目
指
す
方
に
対
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
就
業
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
く
は
各
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　「
緑
の
雇
用
」事
業
で
は
就
業
年
数
に
応

じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
能
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
、
研
修
の
内
容
を
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
さ
せ
、
体
系
的
に
学
べ
る
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。（
緑
の
雇

用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
一
部
改
変
）

（
表
①
、図
①
）

（
図
②
）

（
図
③
）

（
図
④
）

（表①）

（図①）

（図③）

（図④）

その他
11.3% 人工林

24.9%

天然林
63.8%

区  分

人工林

天然林

無立木地等
総  計

針
葉
樹

広
葉
樹

樹　種 面  積 比  率 蓄  積 比  率
129,468

5,605
1,863
1,244

866
139,046

586
1,076
1,662

140,708
6,178

354,638
360,816

63,996
565,520

22.9
1.0
0.3
0.2
0.2

24.6
0.1
0.2
0.3

24.9
1.1

62.7
63.8
11.3

100.0

52,445
1,290

412
428
186

54,761
88
70

158
54,919

1,699
42,976
44,675

99,594

52.7
1.3
0.4
0.4
0.2

55.0
0.1
0.1
0.2

55.1
1.7

43.2
44.9

100.0

ス　ギ
アカマツ
クロマツ
カラマツ
その他針

小　計
キ　リ

その他広
小　計

合　計
針葉樹
広葉樹
合　計

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
H17 H18 H19 H20 H21 H22

（m3）（ha）

（人） （%）
1,200

1,000

800

600

400

200

0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0
H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

切捨間伐面積
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40～59歳

39歳未満
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（図②）

20,000

15,000

10,000

5,000

0
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15以上

（齢級）

（ha）
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Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

基本は昔も今も同じ、昭　和40年代の写真で見る

林
業
の
仕
事
を
知
る
上
で
、

基
本
的
な
流
れ
と
そ
の
内
容
を
、

な
つ
か
し
い
写
真
入
り
で
解
説
し
ま
す
。

昭
和
40
年
代
は
、
現
在
と
違
い
伐
採
や
植
栽
が

さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
時
代
で
し
た
。

現
在
は
、
当
時
植
栽
さ
れ
た
も
の
の

間
伐
作
業
等
が
重
点
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、こ
れ
ら
の
諸
作
業
は
一
部

機
械
化
さ
れ
、よ
り
効
率
的
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

基
本
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
先
人
の
知
恵
と
汗
の
結
晶
で
あ
る

林
業
の
キ
ホ
ン
作
業
を
こ
の
機
会
に

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

植栽するための準備作業。スギ等の伐採跡地に残った枝葉等を集め、筋状
に配置したり、火を入れて焼き払ったりして、植栽しやすい環境にするもの。

地拵え（じごしらえ）林業の最終段階で、収穫とも言う。新潟県の人工林では
ここまで80年程度かかる。写真（左）は、ブナの天然林伐採
風景（架線集材）とスギ人工林の伐採木の集材・運搬風景。

主伐
苗木や肥料を担いで運搬。道路も何もない場所
にスギが植えてあったら、かつてこのように人力
ですべて運んだ証し。

苗木運搬

苗木を植える作業。植栽時には縄などを張り間
隔をきれいに揃える。苗木には土が付いておら
ず乾燥に弱いことから、植栽地に仮植（かしょく）
し、植える分だけ掘り出して使う。

植栽

苗木を持ち、左右に揺すりながら足で踏むことで、
苗木が抜けたり流れたりすることを防ぐ。

根踏み（ねぶみ）

雪の圧力で倒れた造林木を、
雪消え後、すぐに縄などで引
っ張り起こす作業。縄は外
さなくても次第に腐ってな
くなる「わら縄」がよく使わ
れる。上の写真は、雪解け時
期の若齢スギ林の状況。

雪起し 苗木を植えてから10年程度、毎年行う作業。草を刈らな
いでおくとスギに日光が当たらなくなるため、スギが小さ
い時は年２回行う。

下刈

節のない優良な
材を生産するた
めに行うが、効果
としては雪害の
防止や病虫害か
らの保護などの
面もある。写真
はナタによる枝
打ち( 下 )とはし
ごを使った枝打
ちの様子。樹皮
むけを防ぐため
に、基本的には晩
秋から冬期の生
長休止期に実施
する。

枝打ち

造林木以外（スギ以外）の樹種の除去が中心だが、スギの生育
不良木（病害虫被害、雪害等）の除去も含む。下刈終了から数年
を経て１～２回ほど実施される。

除伐

植栽後20～30年程度経過すると、造林木（スギ）
同士で競争が始まり、次第に優劣が付いてくる。
劣勢のものを除去し優勢のものを残すことにより、
主伐時に価値の高い林を作ることを目的とする。
近年は、搬出間伐が重要となってきており、間伐し
た材は建築材、合板材料、チップ等さまざまな用
途に利活用されている。ただし、ある程度混みあ
った林を伐採する場合は、かかり木が頻発するた
め、間伐従事者には高い技術が求められる。

間伐

林業のキ   ホン作業林業のキ   ホン作業
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伝
統
的
な
林
業
を
引
き
継
ぐ

県
内
で
も
有
数
の
林
業
地
帯

❹ワイヤーのたるみを防ぐために、立木を使った中間支柱。最終的にはこの木も伐採さ
れる　❺斜面下側では集材機が待機。運転手は、荷掛け担当者と無線で連絡を取りなが
ら作業する　❻ワイヤーを止めるアンカーにも伐り株を利用。引っかけやすいようにわざ
と高く残しておく

斜面の上側で伐採した木の荷掛け作業をする、佐藤治さん。11月とは思えない
ほど天候に恵まれたこの日は、青空と森の緑のコントラストがとても美しかった

❶木を伐採した跡地に火入れをし、数年間作物を収穫してか
ら、苗木を植えて森林に戻す、林業地帯ならではの焼畑農法。
森林の腐葉土と灰が肥料となり、良い作物を生みだす　❷焼
畑農法で育った赤かぶ。「赤かぶ漬け」は山北地区の特産品　
❸新潟市の「ハードオフエコスタジアム新潟」の椅子の座面に
は山北産のスギも使われている

　村
上
市
森
林
組
合
の
所
在
地
・
村
上
市
旧
山
北

町
は
、
県
内
で
も
有
数
の
林
業
地
帯
。
今
も
昔
も

「
ス
ギ
と
言
え
ば
山
北
」と
言
わ
れ
、
昭
和
40
年
代

に
は
ス
ギ
の
伐
採
で
生
計
を
立
て
る
業
者
も
多
か

っ
た
。
当
然
、
森
林
組
合
の
活
動
も
盛
ん
で
当
時

は
地
区
ご
と
に
組
合
が
結
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

市
町
村
合
併
に
伴
い
、
平
成
22
年
に
山
北
町
森
林

組
合
か
ら
現
在
の
村
上
市
森
林
組
合
に
改
称
。
歴

史
的
に
も
山
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
こ
の
地
で
は
、

昔
か
ら
伐
っ
た
ら
植
え
る
思
想
が
伝
え
ら
れ
、
木

の
搬
出
方
法
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
土
地
を
痛
め
な

い
よ
う
に
架
線
搬
出
を
主
流
に
す
る
な
ど
、
山
を

大
切
に
し
た
昔
な
が
ら
の
林
業
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
ス
ギ
を
伐
採
し
た
山
を
焼
い
て
焼
畑
と
し

て
利
用
す
る
焼
畑
農
法
も
そ
の
ひ
と
つ
。
組
合
員

の
森
林
を
整
備
す
る
受
託
事
業
が
盛
ん
だ
が
、
木

材
価
格
の
低
下
で
近
年
は
手
入
れ
を
し
な
い
山
林

も
増
え
て
い
る
。
代
々
続
い
た
豊
か
な
森
林
資
源

を
守
り
続
け
る
こ
と
や
伝
統
的
な
林
業
の
若
い
世

代
へ
の
継
承
と
課
題
も
多
い
。
細
い
木
材
を「
丸
棒
」

と
し
て
活
用
提
案
、
ま
た
、
地
域
材
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

❶❷

❸

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

❹

❺

❺❻

Niigata Forestry Magazine

林業事業体レポート

村上市森林組合
【村上市】

緑の担い手を目指そう! にいがた山しごと情報誌

File01 ★
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林業事業体レポート 村上市森林組合【村上市】File01

〜
大
自
然
の
中
で
、
　
　
　

  

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
働
く
人
た
ち
〜

昔
か
ら
林
業
が
盛
ん
な
こ
の
地
だ
が
、

現
場
で
は
技
術
員
の
高
齢
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
お
二
人
は
、と
も
に

木
材
関
係
の
運
搬
や
製
材
工
場
な
ど
の
仕
事
経
験
を
経
て
か
ら

さ
ら
に
林
業
に
深
く
関
わ
る
、現
場
の
仕
事
を
選
ん
だ
。

二
人
に
続
く
、次
の
若
手
世
代
に
も

山
北
の
林
業
技
術
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

【事業主コメント】

Sato Toru

　旧
山
北
町
出
身
で
す
。
山
や
森
に
は
親
し
ん
で
い
た
の
で
自
然

に
囲
ま
れ
た
、
森
の
中
で
の
作
業
は
と
て
も
気
持
ち
が
良
い
で
す

ね
。
作
業
中
、
何
度
か
怖
い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
危
険
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
魅
力
も
た
く
さ
ん
あ
る
仕
事
だ
と
思

い
ま
す
。
大
き
な
木
を
伐
る
の
は
と
て
も
面
白
く
、
樹
齢
百
年
以

上
の
大
き
な
木
を
伐
っ
た
と
き
は
、
倒
れ
る
時
に
「
ギ
ギ
ギ
」
と

悲
鳴
の
よ
う
な
音
が
し
て
す
ご
か
っ
た
で
す
よ
。

年齢：52歳

林業経験：12年

佐藤 徹 さん

林
業
の
魅
力
は
た
く
さ
ん
あ
る

Sato O
sam

u

　私
の
場
合
、
山
の
仕
事
が
好
き
と
い
う
よ
り
も
、
こ
れ
し
か
で

き
な
い
ん
で
す（
笑
）。
前
職
の
木
材
の
運
搬
に
比
べ
た
ら
、
今
の

仕
事
の
方
が
危
険
度
は
高
い
の
で
す
が
、
以
前
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
を
使
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

こ
れ
か
な
あ
と
。
林
業
経
験
は
10
年
以
上
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
勉
強
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
思
っ
た
方
向
に
木
が
倒
れ

な
い
こ
と
も
あ
る
し
、
と
て
も
難
し
い
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

年齢：50歳

林業経験：14年

佐藤 治 さん

で
き
る
仕
事
は
こ
れ
し
か
な
い

村上市森林組合
住所／村上市府屋121-2　電話／0254-77-3121
設立／昭和49年　資本金／9243万円　従業員数／35人
勤務時間／8：00～17：00　主な勤務地／村上市（山北地区）
主な従事業務内容／植林、雪起し、下刈、間伐、主伐、森林調査、
　　　　　　　　　丸棒の加工・組立・防腐処理・乾燥 村上市森林組合 代表理事組合長 平方一生

　林
業
が
盛
ん
な
土
地
の
使
命

と
し
て
、
後
継
者
の
育
成
も
考
え
て

い
ま
す
。
若
い
人
達
に
こ
の
業
界
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え
る
の
は
う
れ
し
い
の
で
す
が
、
単

に「
山
が
好
き
」と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
入
っ
て

く
る
人
は
、
辞
め
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
の
が

現
状
で
す
。
現
場
は
傾
斜
地
30
度
以
上
の
厳
し

い
場
所
も
あ
り
ま
す
し
、
雨
の
日
や
雪
の
日
は

泥
だ
ら
け
雪
ま
み
れ
に
な
っ
て
作
業
し
ま
す
。

そ
し
て
、
木
を
伐
る
作
業
は
、
と
に
か
く
危
険

が
伴
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
厳
し
さ
を
理
解
し

た
上
で
、
仕
事
を
す
る
ん
だ
と
い
う
覚
悟
を
持

っ
て
来
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

緑の
担い手

緊
張
感
の
あ
る
厳
し
い
現
場
だ
が

森
の
緑
に
心
も
癒
や
さ
れ
る

❶伐倒の際には、確実で安全な方法とし
てクサビが使われる。打ち込むときにはハ
ンマーの代わりに斧の頭部分が良く使わ
れる　❷架線集材で集められた木材は、
適切な長さに玉切りするため、尺棒をあて
て、印をつけていく（採材）

❸伐採するときには受け口を作る。まず、
下側を伐ってから斜めに伐りこみを入れ
る　❹クサビを打ち、木の梢端部の動き
を見ながら追い口を伐り進む

❸❹

❷ ❶

【事業体Data】
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現場は両津の中心部から車で約30分のスギ林。刈払機で除伐作業をする
森林技術員

　
佐
渡
で
伐
採
さ
れ
た
木
は
、
大
径
木
な
ど
一
部

を
除
い
て
ほ
ぼ
１
０
０
％
佐
渡
で
消
費
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
伐
っ
て
製
材
し
て
消
費
す
る
と
い
う
一

連
の
流
れ
が
島
内
で
完
結
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

そ
の
よ
う
な
流
通
事
情
も
あ
っ
て
佐
渡
市
内
の
森

林
組
合
は
、
す
べ
て
製
材
工
場
を
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
50
年
前
は
島
内
に
１
０
３
軒
あ
っ
た
製

材
工
場
も
現
在
は
25
軒
に
な
り
、
そ
の
内
、
実
質

稼
働
し
て
い
る
の
は
13
軒
に
ま
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

住
宅
建
て
替
え
の
ピ
ー
ク
が
約
10
年
前
に
あ
っ
た

が
、
当
時
は
佐
渡
産
材
が
足
り
な
く
外
材
を
使
用
。

最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
地
場
産
が
成
熟
し
出
番

を
迎
え
た
が
、
以
前
の
よ
う
な
建
築
需
要
は
な
く

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い
る
。
山
に
資
源
が
豊
富
に

あ
っ
て
も
活
用
で
き
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。
一

方
で
、
製
材
し
て
出
る
廃
材
が
、
こ
こ
数
年
来
の

石
油
高
騰
も
影
響
し
、
燃
料
と
し
て
の
注
文
が
増

え
て
い
る
側
面
も
あ
る
。
さ
ら
に
内
地
の
森
林
組

合
で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
造
林
も
、
両
津

東
部
森
林
組
合
で
は
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
森

林
技
術
員
の
高
齢
化
と
若
年
層
の
減
少
問
題
も
含

め
、
新
し
い
佐
渡
の
林
業
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
。

❸❺

❹

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

❶雑木林の中でひときわ存在感を示し
ていた大きなシデの木　❷作業現場だ
ったスギ林の裏は、広葉樹が色とりどり
に紅葉していた

❶

❷

❸刈払機の使用は、一定時間を超えたら休む
ことが基本。タオルで汗をぬぐいながらほっと
一息の時間　❹勾配の急な斜面は足場も悪
く、ちょっと踏み外しただけで転倒、滑落の危
険性がある。斜面の歩き方には経験や体力が
求められる　❺不要木がきれいに刈られた
作業後の状態

島
内
で
の
地
産
地
消
を
維
持
し
つ
つ
、

新
し
い
佐
渡
の
林
業
に
期
待

Niigata Forestry Magazine

林業事業体レポート

両津東部森林組合
【佐渡市】

緑の担い手を目指そう! にいがた山しごと情報誌

File02
★
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ア
カ
マ
ツ
一
本
ご
と
に
履
歴
管
理

マ
ツ
林
の
保
護
が
ト
キ
の
繁
殖
を
助
け
る

❸発注者に提出するた
め作業完了の写真を撮
影中　❹外側から見た
作業現場のマツ林。内陸
に多いのがアカマツで、
海岸沿いの防風保安林
などはクロマツが主だ
❺枯れてしまったマツが
再生することはない

林業事業体レポート 両津東部森林組合【佐渡市】File02

❹

❻

❼

❽

❸

❺

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

❶樹幹注入は対象となるマツの材
積に応じて所定の薬材量を注入し、
マツ枯れの原因となるセンチュウ
の増殖を抑制する。人間でいう予防
注射のようなものだ　❷この日は、
2日前に注入していた約30本のアカ
マツから薬液の空容器を抜く作業
が行われていた

　
佐
渡
で
は
松
く
い
虫
被
害
終
息
に
向
け
、
樹
幹
注
入
や

伐
倒
駆
除
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
取
材
現
場
で
実
施

し
て
い
た
樹
幹
注
入
と
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器
に
入
っ

た
薬
液
を
マ
ツ
に
注
入
し
、
１
〜
２
日
後
に
空
容
器
を
抜

く
作
業
だ
。
注
入
は
樹
液
の
流
動
が
落
ち
着
き
、
薬
液
の

浸
透
阻
害
の
少
な
い
冬
期
間
に
行
う
の
が
一
般
的
。
近
年
で

は
、
薬
液
の
薬
効
期
間
の
改
善
に
よ
り
、
４
〜
６
年
程
の

間
隔
で
樹
幹
注
入
が
行
わ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
佐
渡
で
野

生
の
ト
キ
が
生
息
し
て
い
た
頃
は
、
マ
ツ
を
営
巣
木
と
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
営
巣
木
、
ね
ぐ

ら
木
の
候
補
と
な
る
マ
ツ
林
の
保
全
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

佐渡における
松くい虫防除

❼事務所でチェーンソーの
修理やメンテナンスも担当
する本間さん　❽森林組合
所有のものから組合員のチ
ェーンソーまで修理する。足
元には順番待ちの機械がず
らり

❻かつて竹は佐渡の主力産材とし
て数多く内地に送られ、また竹製
品の製造も主要な産業のひとつだ
った。プラスチック製品などが台頭
するにつれ竹の需要は減り、竹林
は繁茂する一方で荒廃が進んでい
る。島内の竹林は概ね1,000haほど
の分布

❷

❶❽
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林業事業体レポート 両津東部森林組合【佐渡市】File02

特殊伐採の名手、親松清さん（右）。若いスタッフは共に仕事をしながら、
技術を吸収していく

Honm
a Yasuo

一
本
一
本
木
は
違
う
。た
く
さ
ん

伐
っ
て
経
験
値
を
獲
得
し
た
い

　
出
身
は
神
奈
川
県
で
す
。
両
親
は
現
在
神
奈
川
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
が
、
父
親
の
実
家
が
佐
渡
で
、
こ
ち
ら

に
土
地
と
田
ん
ぼ
が
残
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
受
け
継

ぐ
よ
う
な
形
で
佐
渡
に
Ｉ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。
伐
採
、

保
護
、
植
栽
と
一
通
り
は
教
わ
っ
て
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
し
、
こ
の
仕
事
が
楽
し
い
の
で
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。
特
に
太
い
木
を
伐
る
時
が
一
番
楽

し
い
か
な
。
熟
練
の
先
輩
の
よ
う
に
、
早
く
自
分
も
き

れ
い
に
木
を
伐
れ
る
職
人
に
な
り
た
い
で
す
ね
。
一
本
と

し
て
同
じ
木
は
な
い
の
で
、
そ
の
木
を
伐
っ
た
ら
終
わ
り
、

も
う
学
べ
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た

ら
、
自
分
に
伐
ら
せ
て
ほ
し
い
と
声
を
あ
げ
ま
す
。
経

験
値
を
獲
得
す
る
に
は
、
た
く
さ
ん
の
木
を
伐
る
し
か

な
い
で
す
か
ら
。

年齢：35歳

林業経験：2年

緑の
担い手

〜
大
自
然
の
中
で
、
　
　
　

  

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
働
く
人
た
ち
〜

両
津
東
部
森
林
組
合
の
森
林
技
術
員
は
６
名
。

70
代
の
大
ベ
テ
ラ
ン
や
特
殊
伐
採
の
仕
事
人
、

そ
し
て
林
業
経
験
の
浅
い
若
手
も
擁
し
て
い
る
。

ベ
テ
ラ
ン
勢
は
世
代
交
代
を
意
識
し
て
、

事
あ
る
ご
と
に
現
場
に
若
手
を
連
れ
て
い
き
、

見
せ
て
や
ら
せ
て
覚
え
さ
せ
る
。

期
待
の
若
手
２
人
に
抱
負
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

本間 康夫 さん

Kasuga Kazunori

防
災
や
環
境
保
護
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
実
感

　
も
と
も
と
山
が
好
き
で
こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

自
宅
が
山
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
山
に
は
慣
れ
親
し
み
が

あ
り
ま
す
。
先
輩
か
ら
指
導
い
た
だ
い
て
少
し
ず
つ
仕

事
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
急
斜
面
で
木
や
草
に
覆
わ

れ
た
と
こ
ろ
で
の
作
業
な
の
で
足
場
が
悪
く
て
大
変
で

す
。
刈
払
機
な
ど
の
扱
い
に
も
十
分
気
を
つ
け
ま
す
が
、

伐
っ
た
木
が
自
分
の
と
こ
ろ
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
こ
と
に

も
注
意
し
て
い
ま
す
。
力
を
入
れ
て
い
な
い
と
木
や
枝

を
切
っ
た
際
に
体
ご
と
持
っ
て
い
か
れ
る
時
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
技
術
を
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

木
を
育
て
て
い
く
こ
と
で
土
砂
崩
れ
が
な
く
な
っ
た
り
、

環
境
保
護
に
つ
な
が
っ
た
り
と
、
こ
の
仕
事
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
な
が
ら
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

年齢：31歳

林業経験：8ヵ月

春日 和則 さん

【事業主コメント】

両津東部森林組合
住所／佐渡市下久知572-13　電話／0259-27-7156
設立／昭和55年（合併）　出資金／3250万円　従業員数／14人
勤務時間／8：00～17：00　主な勤務地／佐渡市
主な従事業務内容／森林整備・特殊伐採・木材製品製造業・病害虫防除

【事業体Data】

両津東部森林組合 代表理事組合長 中山萬壽夫

　
昭
和
55
年
に
水
津
、

岩
首
、
河
崎
の
３
組
合
が

合
併
し
て
設
立
さ
れ
、
そ
の

後
の
市
町
村
合
併
で
現
在
の
組
合
名

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
当
組
合
は
、
森
林
技

術
員
が
６
名
、
製
材
工
場
が
２
名
、
事
務
所
が

６
名
と
い
う
人
員
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
経

営
維
持
が
厳
し
い
現
状
で
す
が
、
こ
の
人
員
で

な
ん
と
か
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
若
い
森
林
技
術

員
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
中
心
に
な
っ
て
い

る
の
は
20
年
選
手
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
達
。
山
の

仕
事
は
危
険
が
多
い
か
ら
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若

手
に
う
ま
く
技
術
を
受
け
継
い
で
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。
山
が
あ
っ
て
田
ん
ぼ
が
あ
っ
て
海
が

あ
る
│
│
水
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
に
山
林
の

保
全
は
重
要
な
ん
で
す
ね
。
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倒した木をブルドーザーのウインチで集材する林業歴3年の大久保さん。雪上
での運搬は材を傷めないメリットもある

　
訪
れ
た
現
場
は
２
月
下
旬
の
阿
賀
町（
旧
三
川

村
）綱
木
地
区
。お
よ
そ
１
１
０
年
生
の
ス
ギ
の「
寒

伐
り
」が
行
わ
れ
て
い
た
。
あ
え
て
冬
場
に
伐
採
、

搬
出
す
る
の
に
は
い
く
つ
か
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か

ら
。
材
内
の
水
分
が
少
な
い
良
質
な
材
が
出
せ
る

こ
と
。
普
段
は
田
や
畑
な
ど
で
通
行
で
き
な
い
場

所
で
も
、
積
雪
と
い
う
条
件
を
生
か
し
て
重
機
が

通
れ
る
こ
と
。
森
林
の
中
で
も
雪
の
上
を
滑
ら
せ

て
搬
出
す
る
た
め
木
口
や
樹
皮
が
土
や
泥
で
汚
れ

な
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
冬
場
の
厳

し
い
自
然
条
件
で
の
作
業
に
な
る
し
、
伐
採
前
に

は
２
ｍ
以
上
の
雪
を
掘
り
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
、
苦
労
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
す

べ
て
が
雪
国
の
林
業
の
特
性
な
の
だ
。「
中
惣
林

業
」
で
も
主
伐
・
搬
出
は
、
冬
場
の
仕
事
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
同
社
の
他
の
業
務
と
し

て
は
、
会
社
設
立
当
初
か
ら
継
続
し
て
い
る
聖
籠

町
方
面
の
海
岸
保
安
林
整
備
が
あ
る
。
松
く
い
虫

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
マ
ツ
を
伐
倒
し
、
く
ん
蒸

処
理
す
る
作
業
だ
。
ま
た
阿
賀
町
内
の
間
伐
・
除

伐
な
ど
の
森
林
整
備
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
町
内

の
新
設
ペ
レ
ッ
ト
工
場
へ
の
材
料
搬
入
な
ど
も
始
ま

り
、
業
務
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

37
年
間
使
い
続
け
る
重
機
が
物
語
る

雪
国
の
特
性
を
生
か
し
た
搬
出
法

Niigata Forestry Magazine

林業事業体レポート

有限会社 中惣林業
【阿賀町】

緑の担い手を目指そう! にいがた山しごと情報誌

File03
★

❶搬出についての打ち合わせをする森
林技術員。この日は5人での作業となった 
❷阿賀町綱木地区の個人所有の森林。手
前は田んぼなので通常では道がなく入
れないが、雪に覆われた冬期間であれば
搬出道や集積場所として利用できる

❶

❷

❸37年前に購入し、今も現役のブルドーザー。雪の多い
地域のさまざまな現場で木のけん引や運搬用に活躍して
きた　❹作業中にブルドーザーの履帯が外れてしまい全
員で修理にあたる。30分間の悪戦苦闘の末、復活し、また
動き始めた。古い重機を労わりながら大事に使っている 
❺雪上運搬により、スギの樹皮が雪に移り赤茶けた跡が
残る　❻購入当時のブルドーザー。車体にはまだはっき
りと「中惣林業」の文字が入っている

❸

❹❺❻

なかそう
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【阿賀町】林業事業体レポート 有限会社 中惣林業File03

〜
大
自
然
の
中
で
、
　
　
　

  

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
働
く
人
た
ち
〜

従
業
員
は
１
名
の
み
期
間
雇
用
だ
が

他
８
名
は
す
べ
て
通
年
雇
用
。

年
間
を
通
じ
て
仕
事
が
途
切
れ
な
い
こ
と
の
証
し
だ
。

森
林
技
術
員
は
20
代
か
ら
60
代
ま
で

各
年
齢
層
に
分
か
れ
た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
構
成
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
が
経
験
や
若
さ
な
ど
の

持
ち
味
を
生
か
し
現
場
で
発
揮
し
て
い
る
。

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

【事業主コメント】

Hidano Kazuo

　
何
人
か
で
伐
採
を
や
る
時
は
特
に
注
意
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
ど
こ
に
誰
が
い
る
か
っ

て
い
う
の
を
気
に
し
な
が
ら
や
ら
な
い
と
。
相

手
も
プ
ロ
な
ら
い
い
け
ど
素
人
だ
と
ど
こ
に
い

る
か
わ
か
ら
な
い
時
が
あ
る
。
林
業
は
基
本
を

身
に
つ
け
て
教
科
書
通
り
に
仕
事
す
る
の
が
一

番
。
あ
と
は
現
場
に
出
て
か
ら
の
応
用
だ
か
ら
。

年齢：64歳

林業経験：30年

飛田野 和男 さん

基
本
を
覚
え
て
現
場
で
応
用
を

O
kubo Shouji 年齢：44歳

林業経験：3年

大久保 昭二 さん

ロ
グ
ハ
ウ
ス
購
入
を
機
に
林
業
へ

有限会社 中惣林業
住所／東蒲原郡阿賀町綱木2029　電話／0254-99-3446
設立／平成2年　資本金／500万円　従業員数／9人
勤務時間／8：00～17：00　主な勤務地／阿賀町・聖籠町・新発田市
主な従事業務内容／各種森林整備、海岸松林伐倒処理、
　　　　　　　　　公園維持管理業務等

緑の
担い手

【事業体Data】

　
40
歳
過
ぎ
て
林
業
を
始
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
念
願
の
薪
ス
ト
ー
ブ
付
き
ロ
グ
ハ
ウ

ス
を
中
古
で
買
っ
て
、
そ
れ
で
仕
事
も
林
業
関

係
を
探
し
て
い
た
ら
中
惣
林
業
に
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
山
の
仕
事
は
重
機

の
操
作
も
伐
採
も
な
ん
で
も
や
り
ま
す
。
役

所
に
行
っ
た
り
事
務
の
仕
事
も
や
っ
て
ま
す
。

冬
の
森
に
乾
い
た
音
を
立
て
て

倒
れ
こ
む「
寒
伐
り
」の
醍
醐
味

❶樹齢110年～120年の大径木を伐採す
るのは、林業歴30年の飛田野和男さん。
受け口を入れた後にチェーンソーを当て
伐倒方向を確かめている　❷伐採前に
約2ｍの雪を掘り起こす。根元が見えてく
るまでひたすら40分間掘り続けた　❸直
径約80cm、樹高30ｍ前後。どう採材する
のがもっとも有効か、入念に木の状態を
調べる　❹枝を払い、4ｍや6ｍに玉切り
し集材される

❶

❹ ❸

❷
　
現
在
、
森
林
技
術
員
は
９
名
お
り
ま
す
。
季
節

に
応
じ
た
業
務
を
こ
な
し
て
い
ま
す
の
で
、
年
間

を
通
し
て
作
業
現
場
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
平
成

24
年
度
か
ら
は
、
阿
賀
町
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
事
業
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ペ
レ
ッ
ト
工
場
へ
年
間
を
通
し
て
大

量
の
ペ
レ
ッ
ト
用
材
を
搬
入
す
る
仕
事
で
す
。
新

し
い
業
務
と
な
り
ま
す
の
で
、
会
社
一
丸
と
な
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
従
業

員
が
高
齢
化
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
数
年
前
に

緑
の
雇
用
を
利
用
し
て
若
い
社
員
を
迎
え
入
れ
ま

し
た
。
今
後
も
若
い
人
材
を
確
保
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

有限会社 中惣林業 代表取締役 飛田野文治
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木材市では毎回、入荷する木材の量も素材も違う。地元・五泉市の製材業者の
方々の質問に応える、組合職員の桐生要一さん（左）

　
毎
月
15
日
前
後
に
木
材
市
を
開
催
し
て
い
る
、

中
蒲
み
ど
り
森
林
組
合
。
ち
ょ
う
ど
取
材
に
訪
れ

た
日
は
、年
に
一
度
の「
国
産
優
良
材
展
示
特
別
市
」

と
重
な
り
、
紅
白
幕
が
飾
ら
れ
た
会
場
に
は
多
く

の
会
員
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
こ
ち
ら
の
森
林

組
合
が
木
材
市
を
開
催
し
た
の
は
、
ま
だ
村
松
町

森
林
組
合
時
代
の
平
成
７
年
。
当
時
、
新
潟
県
森

林
組
合
連
合
会
が
主
催
す
る
木
材
市
は
新
潟
市
と

上
越
市
の
２
ケ
所
の
み
の
開
催
で
、
五
泉
地
区
は

そ
の
中
間
地
点
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
市
場
に
参
入
。

現
在
も
木
材
市
は
森
林
整
備
や
植
栽
な
ど
の
組
合

の
事
業
の
中
で
も
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い

る
。
木
材
市
の
開
催
に
よ
っ
て
組
合
内
で
生
産
し

た
木
材
を
市
で
直
接
、
販
売
で
き
る
上
、
搬
出
間

伐
の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
も
伐
採
か
ら
販
売
ま
で

一
括
で
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
何

よ
り
地
元
の
良
質
材
の
特
性
を
見
極
め
、
信
頼
し

て
い
る
業
者
に
引
き
渡
す
役
割
を
担
う
こ
と
は
林

業
に
関
わ
る
者
と
し
て
大
き
な
喜
び
と
い
う
。
組

合
で
は
、
こ
の
春（
平
成
24
年
４
月
）、
10
代
の
新
入

職
員
が
２
名
就
職
す
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
新

し
い
林
業
の
あ
り
方
を
考
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

市
場
を
活
気
づ
け
る
木
材
市
の
開
催
を
目
指
す
。

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

毎
月
開
催
さ
れ
る
木
材
市
で

地
元
良
質
材
の
利
用
拡
大
に
貢
献

❶現場を案内してくれた桐生要一さんと森林技術員の皆さ
ん。高性能林業機械を活用し、現場では常に3～4人で仕事を
進めている　❷伐倒方向を決めてから、受け口の位置や形を
イメージしてチェーンソーで伐っていく　❸安全に、確実に、
伐倒するために、追い口に安全クサビを打つ

❶❷

❸

❹新潟市や上越市の木材市は競り方式だが、
こちらでは開催当初から入札方式で行われる。
気に入った木材の番号に単価を記入した入札
書を入れる　❺はい積みされた木材。メイン
はスギだが、マツやサクラもある。それぞれ、節
や色、傷、腐れなど、買い方は細部まで材の良
し悪しを吟味する　❻取材した月の木材市は、
年に一度の「国産優良材展示特別市」も兼ねて
おり、通常開催される木材市よりも賑やかに行
われた

❹

❺❻

Niigata Forestry Magazine

林業事業体レポート

中蒲みどり森林組合
【五泉市】

緑の担い手を目指そう! にいがた山しごと情報誌

File04
★

なかかん
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【五泉市】林業事業体レポート 中蒲みどり森林組合File04

〜
大
自
然
の
中
で
、
　
　
　

  

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
働
く
人
た
ち
〜

自
分
が
伐
採
・
集
材
し
た
木
材
が

市
場
に
出
る
ま
で
の
流
通
を
見
届
け
ら
れ
る
の
は

木
材
市
を
主
催
す
る
組
合
な
ら
で
は
の
魅
力
。

期
間
雇
用
も
含
め
て
、現
在
、森
林
技
術
員
は
17
名
。

現
場
で
は
作
業
効
率
の
ア
ッ
プ
を
図
り

新
し
く
高
性
能
林
業
機
械
ザ
ウ
ル
ス
を
導
入
す
る
ほ
か
、

二
人
の
若
手
新
人
社
員
の
活
躍
に
も
期
待
が
高
ま
る
。

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

【事業主コメント】

Kiryuu Yoichi

年齢：45歳

林業経験：25年

桐生 要一 さん

良
い
材
に
出
会
う
楽
し
み

Oyamatsu Toshinori 

年齢：35歳

林業経験：12年

親松 敏教 さん

匠
の
仕
事
を
引
き
継
ぎ
た
い

中蒲みどり森林組合
住所／五泉市村松工業団地2丁目1566番地2
電話／0250-58-7824　設立／平成12年（合併）
資本金／3700万円　従業員数／24人
勤務時間／8：00～17：00　主な勤務地／五泉市
主な従事業務内容／素材生産、造林、木材共販

中蒲みどり森林組合 代表理事組合長 相田洋一

　木
を
伐
れ
ば
売
れ
る

と
い
う
時
代
で
は
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
私
達
は

地
元
産
の
良
い
木
材
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
木
材
市
は
会
員
制
で
一

般
の
方
が
材
を
落
札
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
材
を
見
て
も
ら
い
た
い
の
で
一
般
の
方
に

も
公
開
し
て
い
ま
す
。
新
年
度
採
用
し
た
新
人

二
人
に
は
、
ま
ず
は
現
場
で
の
厳
し
い
仕
事
を

体
験
し
て
、
現
状
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
上
で
、

彼
ら
が
希
望
を
持
っ
て
働
い
て
い
け
る
よ
う
に
、

私
た
ち
も
林
業
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

緑の
担い手

高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し

現
場
に
合
わ
せ
た
効
率
的
な
作
業
を
実
施

❸ ❶

❷枝払いと玉切りを専門に行
うプロセッサ。材をつかむグ
ラップル、枝払い用のカッタ
ー、材送り装置のフィードロー
ラー、玉切り用のチェーンソ
ーで構成される　❸プロセッ
サはまず、グラップルで伐倒
された木の根元をつかんで
カッターで枝を除去した後、
あらかじめ設定した長さでチ
ェーンソーで玉切りする

❷

　仕
事
は
大
変
で
す
が
、
間
伐
作
業
が
終
わ
っ
て
、
き
れ
い
に
な

っ
た
山
を
見
る
と
と
て
も
気
持
ち
が
良
い
で
す
ね
。
た
だ
、
こ
の

仕
事
は
利
益
を
山
主
に
還
元
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
段
取

り
良
く
、
計
画
的
に
作
業
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
れ
が
達
成

感
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
良
い
先
輩
に
囲
ま
れ
、

匠
の
技
術
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、
若
者
に
ど
ん
ど
ん
入

っ
て
き
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　組
合
で
は
、
主
に
伐
採
と
木
材
市
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
毎
月

開
催
さ
れ
る
木
材
市
で
は
、
た
く
さ
ん
の
木
材
が
集
ま
っ
て
く
る

中
で
、
自
分
の
気
に
入
っ
た
材
が
必
ず
見
つ
か
り
ま
す
。
そ
れ
は

素
材
が
良
い
と
か
悪
い
と
か
じ
ゃ
な
く
て
、
全
く
の
自
分
の
直
感

な
ん
で
す
が
。
長
く
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
る
と
そ
う
い
う
材
と

の
出
会
い
が
楽
し
み
で
す
。
そ
れ
が
予
想
を
立
て
た
の
と
同
じ
位

の
価
格
で
売
れ
た
と
き
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
。

❶林業歴40年のベテラン技
術員の鈴木清さん。右手に持
つのは、材木屋からの注文が
書いてある「木割表」。左手に
持つ「尺棒」で、木の長さを測
り、玉切りする

バケットとしてもグラップルとしても使えるスイングヤーダ機能付きバック
ホウ。木材をつかんだまま、360度方向転換できるグラップル機能で、それ
まで3人必要だった積み込み作業が一人で行えるように

【事業体Data】
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上で集材機を運転するのは、社長の川又さんの息子である一芳さん。下で作業
する川又さんと無線でやりとりし、しっかりと確認してから慎重に機械を動かす

❶取材現場の木は伐採された後、
枝払いせずにそのまま山で水分を
減らす「葉枯らし」を行っていた。
葉枯らしさせることによって心材
部分の水分を少なくし、また軽くな
ることで搬出も楽になる　❷下で
作業をする川又さん。カメラに気
づいてカッコいいポーズを決めて
くれた　❸「この木は、芯が真ん中
にあって見た目もいいし、良い値
で売れる」と笑顔で解説

　代
表
の
川
又
義
輝
さ
ん
ほ
か
、
２
名
の
森
林
技

術
員
で
構
成
さ
れ
る
「
大
谷
林
業
」
は
、
決
し
て

大
き
く
は
な
い
が
、
架
線
集
材
の
技
術
力
の
高
さ

で
業
界
内
で
も
特
別
な
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
会

社
で
あ
る
。
架
線
技
術
を
活
か
し
て
、
こ
れ
ま
で

土
木
作
業
現
場
で
使
う
架
線
の
リ
ー
ス
や
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
の
た
め
の
資
材
搬
入
・
撤
収
業
務
な
ど

も
た
び
た
び
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
取
材
に
伺
っ
た

日
の
現
場
は
か
な
り
厳
し
い
急
傾
斜
地
。
驚
く
べ

き
ス
ケ
ー
ル
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
急
斜
面
の
上

部
へ
全
幹
集
材
す
る
そ
の
光
景
に
圧
倒
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
今
で
は
多
く
の
事
業
体
が
作
業
効
率
の

面
か
ら
木
材
伐
採
・
集
材
作
業
に
各
種
高
性
能
林

業
機
械
を
使
用
し
て
い
る
が
、
急
傾
斜
地
や
、
集

材
距
離
が
長
い
場
合
、
大
径
木
の
搬
出
な
ど
の
場

合
に
は
、
や
は
り
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
架
線
集

材
に
は
か
な
わ
な
い
。
大
谷
林
業
で
は
現
場
に
合

わ
せ
た
架
設
方
法
を
徹
底
し
て
追
求
。
架
線
を
使

う
人
が
減
少
し
た
た
め
、
揃
え
る
の
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
架
線
用
資
材
も
常
に
15
セ
ッ
ト
用
意

し
て
い
る
。
林
業
の
未
来
、
架
線
集
材
の
役
割
を

考
え
た
と
き
、
大
谷
林
業
の
仕
事
ぶ
り
か
ら
学
ぶ

べ
き
こ
と
は
多
い
は
ず
だ
。

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

❹搬器に掛けやすくするため、曲がって
いる木の根元を伐る　❺上に引き上げら
れてきた木は10メートル以上。架線集材
だからこそ、長いまま運び出すことができ
る　❻山土場に立つ元柱。伐採地の奥の
先柱とワイヤーでつながり、搬器を移動
させるための支柱の役目を果たす

県
内
で
も
名
匠
の
誉
れ
高
い

索
道
架
設
の
技
術
と
知
識
を
誇
る

❶❸

❷

❹

❺❻

Niigata Forestry Magazine

林業事業体レポート

大谷林業
【三条市】

緑の担い手を目指そう! にいがた山しごと情報誌

File05

★
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林業事業体レポート 大谷林業【三条市】File05

急
傾
斜
地
の
厳
し
い
現
場
こ
そ

架
線
集
材
の
技
術
力
の
見
せ
ど
こ
ろ

現場は約30度の急傾斜地。厳
しい現場に驚かされたが、「い
つもこんな感じだよ」と川又さ
ん。写真左に、作業をする姿を
見ることができる。伐採現場の
下に道があれば、木を転がし
て運ぶことも可能だが、下に
大きい車が入る道がないので
上から架線で吊って運ぶしか
方法はないのだ

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

現場架設仕様
●メインケーブル（主索） φ24mm　●リフチングライン（荷上索） φ12mm　●ホールライン（引寄索） φ10mm
作業効率
●8m3/人日　1日24m3を集材

【Specif ication】
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林業事業体レポート 大谷林業【三条市】File05

〜
大
自
然
の
中
で
、
　
　
　

  

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
働
く
人
た
ち
〜

多
い
と
き
は
社
員
が
10
人
も
い
た
と
い
う

大
谷
林
業
だ
が
、伐
採
箇
所
の
減
少
で
今
は
３
人
。

架
線
集
材
を
見
学
し
た
と
き
も
、

主
に
社
長
の
川
又
さ
ん
が
下
で
荷
掛
け
や
木
を
伐
る
作
業
、

息
子
の
一
芳
さ
ん
が
集
材
機
を
運
転
、

渡
部
さ
ん
が
集
ま
っ
た
材
を
ま
と
め
る
役
割
で

効
率
良
く
、仕
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

【事業主コメント】

Kawamata kazuyoshi 年齢：39歳

林業経験：15年

川又 一芳 さん

常
に
新
鮮
な
気
持
ち
で
臨
め
る

W
atanabe keii 年齢：68歳

林業経験：2年

渡部 慧偉 さん

自
然
の
中
で
活
躍
で
き
る
仕
事

大谷林業
住所／三条市大字島潟126番地2　電話／0256-46-4679
設立／50年　資本金／1000万円　従業員数／3人
勤務時間／8：00～17：00　主な勤務地／新潟県・隣接県
主な従事業務内容／架線集材、木材販売、
　　　　　　　　　架線ケーブル セット・リース

　最
近
は
高
性
能

林
業
機
械
が
普
及

し
て
、
作
業
の
効
率
も

良
く
な
り
、
快
適
に
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
反
面
、
高
性
能
林
業
機
械
が
入
っ
て
行
け

な
い
現
場
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
形
に
よ

っ
て
は
、
昔
な
が
ら
の
架
線
集
材
の
方
が
有
効

な
の
で
す
。
架
線
の
架
設
方
式
も
エ
ン
ド
レ
ス
・

タ
イ
ラ
ー
式
、
フ
ォ
ー
リ
ン
グ
・
ブ
ロ
ッ
ク
式
な

ど
目
的
に
よ
っ
て
種
類
を
選
べ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

架
線
集
材
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

緑の
担い手

地
形
に
よ
っ
て
集
材
方
式
を
使
い
分
け

プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
の
技
を
魅
せ
る

❸ ❶

❶今回の現場で使用した集材方式は、フォーリング・ブロック式。このような
搬器で、伐採面に散らばっている材を効率的に集材している。ウインチ吊り
上げ能力3t、ロープスピード150～500m/分　❷伐倒した木の根元に切り込
みを入れて、滑車を引っかけるアンカーとして利用する　❸下から運ばれて
来た木をフックから外す作業をする、渡部さん（右）と一芳さん（左）❷

　35
年
ほ
ど
土
木
建
設
業
に
就
い
て
い
ま
し
た
。
林
業
経
験
が
少

な
い
の
で
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
肉
体
的
に
も
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
日
本
の
森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
も
林
業
は
絶
対

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
自
然
の
中
で
自
分
の
能
力
を
磨
き
、
活
躍

で
き
る
場
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
林
業
業
界
に
若
い
力
が

参
入
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　子
供
の
頃
か
ら
い
つ
も
休
み
の
日
に
は
、
父
が
現
場
に
連
れ
て

い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
遊
び
の
よ
う
な
手
伝
い
の
よ
う
な

こ
と
を
し
て
い
た
の
で
、
ご
く
自
然
な
形
で
林
業
に
関
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
は
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
が
な
い
の

で
毎
回
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
臨
む
こ
と
が
で
き
る
の
が
面
白
い
と

思
い
ま
す
。
自
然
を
相
手
に
し
て
い
る
の
で
、
天
候
に
左
右
さ
れ

や
す
い
の
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

右側に見えるのが、集材機。ここから元柱につながるワイヤーが見える

大谷林業 代表 川又義輝

【事業体Data】
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村上市森林組合

❶村上市森林組合の皆さん　❷倒された
木の切り口を見て「良い切り方だった」と話
す、村上市森林組合の大滝さん　❸「森で
仕事をしていると森林浴もできるし、心が穏
やかになる」と話してくれた佐藤さん　❹
木漏れ日が差し込む静謐な森は、まさに息
を飲む美しさ　❺杉を切った跡地の焼畑で
できた立派な大根と赤かぶをおみやげに
いただいた　❻木が倒れる瞬間を初めて
目にして、大コーフン！

　まるで第1回目の取材を祝福するかのように、11月とは思え
ないほど、お天気に恵まれた日。新潟県内でも林業の盛んな地
域として知られる山北エリアに向かいました。弥彦山登山さえ
ギブアップした軟弱な私は、整備されていない自然の森に足を
踏み入れるのも、林業の仕事を実際に見るのも初めての体験。
森の美しさに、そして森を守る皆さんの仕事ぶりに圧倒されっ
ぱなしで林業の素晴らしさを実感した一日でした。

❶ ❷

❻❺

❸

❹

佐渡市

両津東部森林組合

❶両津港から車で10分弱。イメージになかった
海に面した森林組合　❷中山組合長に取材。
自然の循環、第一次産業の保護、佐渡の産業史
などの話を伺う　❸足場の悪い急斜面での除
伐作業　❹鬱蒼として光も入らない竹林。理想
的な竹林は傘を差して歩けるぐらいとのこと　
❺ベテランの親松さんからチェーンソーの説
明を受ける　❻松くい虫防除作業中。トキはア
カマツに巣を作りやすく、アカマツの保護も重
要な佐渡の仕事

　朝6時出港の佐渡汽船に乗るため自宅を4時半に出発。福島出身
の渡部としては初佐渡で、朝から興奮気味でした。客室に入るや否
や、皆さん毛布をかけて寝始めたことに驚きつつ、自分はデッキに
出て潮風を浴びるも寒くてすぐに客室に戻り、同様に「Zzz…」でし
た。佐渡の取材で気になったのは竹林の問題。かつては竹製品で栄
えた佐渡も、現在は需要がなくなり手入れもされず竹は繁茂し枯れ
る一方とのこと。工業化や効率化の問題がここにも見てとれました。

❻

❶

❺

❷

❸

❹

❶大木が雪けむりを上げて倒れる。一瞬、静
寂な森がひっくり返るような爆音と地響きに
包まれた　❷倒した木に腰かけ一服。右が
伐倒した“親方”飛田野和男さん　❸豪雪地
域特有の根曲りも一定の年数を超えると
真っすぐ戻り美しい立ち姿に　❹履帯が外
れた37年選手のブルドーザーを全員で修理
にあたる。5人にとっては大事な仲間の1人　
❺ログハウス購入を機に40歳を過ぎて林業
の世界に飛び込んだ大久保さん　❻太平洋
沿岸育ちの渡部が初めて見たナマかんじき！

　林業事業体の取材もこの日がラスト。そしていつの間にか林
業にどっぷり浸かっている自分。最後は見どころ盛りだくさんと
聞いて、若干興奮気味で現地に向かいました。「寒伐り」や搬出
法など（詳しくは本誌で！）、雪国の林業ならではのメリットがい
くつかあって、不利なことだけじゃないと安堵した次第。この森
で110年も生き続けた大木が、ゆっくりと倒れていく様を見てい
て、何か神聖な儀式に立ち会えたような気持ちになりました。

❶

❸

❷❹

❶現物を確認する皆さん。スギがほとんどだ
が、マツやケヤキ、サクラなども　❷雪山で
の伐採。冬場は木が凍ると切りにくいという
❸林業歴40年の大ベテラン、鈴木清さん　
❹木材をつかんで方向を360度変えられるグ
ラップル。これまで3人必要だった積み込み
作業が1人で可能に　❺木材市に並ぶ木に
ついて説明してくれた組合の桐生要一さん
❻木材市は入札方式。気に入った木の番号
に単価を記入した入札書を入れる

  中蒲みどり森林組合は2回に渡っての取材でした。1回目は、木材
市の見学。こちらでは毎月、木材市が開催されますが、この日は年
に一度の「国産優良材展示特別市」の日でもあり、たくさんのお
客さんが集まっていました。2回目の取材は1月下旬。雪の積もる
現場です。見慣れたはずの伐採や重機を使っての作業も、雪と寒
さでいっそう厳しく映りました。そんなとき「私達は厳しい仕事を
しているからこそ、笑顔が大事なんです」と話してくれた鈴木清さ
ん。とてもすてきな笑顔でした！

❶❷

❹ ❸

❺

❻

現場：柏崎市

大谷林業

❶川又さんはどこにいる?!（ヒント左下）
真ん中に見える架線を使って川又さん
が切った木を山頂に運ぶ　❷「すごい
現場ですね」と話すが「うちはいつもこ
んなもんだ（笑）」　❸山頂から下で作
業する川又さんを見る、息子の一芳さ
ん　❹ここで切った木について説明し
てくれる川又さん　❺集材機を運転す
る一芳さん。荷を動かすタイミングなど、
下の川又さんと無線でやりとりする

　「大谷さんの伐採現場は見応
えがありますよ」と、取材前から
話を聞いていましたが、本当に
驚きました。まるで映画のロケ地
のような尾根に取り付いている
現場。山頂からおそるおそる覗
いた先には広大なパノラマが広
がり、眼下に小さく、社長の川又
さんの姿が。このように傾斜が急
な山では、作業道を作ることが
困難なので架線を使って集材す
るのですが、厳しい現場での仕
事が可能なのは、高度な架線技
術を持つ大谷林業だからこそ。
素晴らしい仕事に感動しました。

❶

❷❸

❺

❻

❹

❺

平成23年11月から平成24年2月までの約4ヶ月間にわたり、
新潟県内各地の林業事業体を取材して、この冊子ができあがりました。
その製作スタッフによる「取材記」をお届けします。
取材を通してスタッフが肌で感じた思いを、ぜひご覧ください。

Niigata Forestry Magazine緑の担い手を目指そう!

にいがた山しごと情報誌

＜スタッフ紹介＞
私たちが取材に
お伺いしました！ 取材を重ねるごとに林業に魅了されていま

す。現場の皆さんの笑顔もとても印象的！

Tomoko Kuwabara

桑原知子

【ライター】

福島出身です。新潟の豊かな自然、温かい
人柄、ご当地グルメに浸っています！

Yoshinori Watanabe

渡部吉則

【ライター】

林業に携わる皆さんの頑張っている様子を
写真を通して伝えていきたいと思います!

Shinji Nakazawa

中沢真二

【カメラマン】

取材記

H23.11.1 取材

H23.11.28 取材

村上市

阿賀町

有限会社 中惣林業H24.2.29 取材

五泉市

中蒲みどり森林組合H23.11.15＆
H24.1.20 取材

H23.12.2 取材
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い
ろ
い
ろ
な
道
具
を
使
っ
て
仕
事
を
行
う
林
業
。

こ
こ
で
は
、主
な
道
具
や
装
備
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を
使
い
こ
な
し
て
、

林
業
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
そ
う
！

山仕事
コラム現

場
は
、
重
機
の
音
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
刈
払

機
の
音
が
響
い
て
い
る
た
め
、
大
声
で
呼
ん
で

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
伐
採
の
際
の
合
図
に
も
使

い
ま
す
。写
真
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
付
け
る
タ
イ
プ
。

言
わ
ず
と
知
れ
た
、
林
業
の
代
表
的
な
道
具
。

上
手
に
目
立
て
が
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
仕

事
の
ス
ピ
ー
ド
も
ア
ッ
プ
。
振
動
が
少
な
く
な

り
、
燃
料
の
消
費
も
抑
え
ら
れ
ま
す
。

林
業
は
、
刃
物
を
扱
う
仕
事
で
す
。
不
意
に
刃

に
触
れ
て
も
怪
我
を
し
な
い
よ
う
手
袋
は
必
須

で
す
。
皮
製
や
合
皮
、
繊
維
強
化
タ
イ
プ
も
使

わ
れ
ま
す
。

山
の
中
で
は
、
短
靴
は
禁
物
。
脱
げ
た
り
、
ゴ

ミ
が
入
っ
た
り
、
笹
な
ど
が
刺
さ
っ
た
り
し
て

危
険
で
す
。
木
の
上
や
粘
土
質
の
所
を
歩
い
て

も
滑
ら
な
い
よ
う
ス
パ
イ
ク
付
き
の
も
の
を
愛

用
し
て
い
る
人
も
多
い
で
す
。
ま
た
、
地
下
足

袋
も
根
強
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
頭
を
守
る
た
め
、
必
ず
か
ぶ
り
ま
す
。

切
り
粉
の
飛
散
防
止
、
耳
の
保
護
の
た
め
、
フ

ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
や
イ
ヤ
ー
マ
フ
が
付
い
て
い
る

タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。

山
仕
事
で
は
、
ナ
タ
や
手
鋸
が
必
需
品
。
必
ず

腰
に
装
備
し
て
い
ま
す
。
フ
ジ
の
つ
る
切
り
、

簡
単
な
測
量
杭
作
り
、
細
い
木
の
伐
採
な
ど
に

も
重
宝
し
ま
す
。

伐
採
の
時
に
使
う
小
道
具
を
入
れ
ま
す
。
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
の
工
具
・
ヤ
ス
リ
、
ク
サ
ビ
、
ク
サ

ビ
を
打
つ
ハ
ン
マ
ー
、
木
材
チ
ョ
ー
ク
、
砥
石
な

ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。

林
業
の
七
つ
道
具

林
業
の
七
つ
道
具

にいがた山しごと情報誌Niigata Forestry Magazine

●
呼
子
笛

よ
び
こ
ぶ
え

じ
か
た
び

●
手
袋（
防
寒
・
防
振
な
ど
）

●
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

model：ぬながわ森林組合 恩田正宏さんmodel：ぬながわ森林組合 恩田正宏さん

●
長
靴
・
地
下
足
袋

●
ナ
タ・
手
鋸

●
ヘ
ル
メ
ッ
ト

●
腰
袋

主
に
下
刈
や
除
伐
作
業

で
活
躍
し
ま
す
。
安
全

対
策
の
た
め
、
肩
掛
け

バ
ン
ド
等
を
着
用
し
、

刈
払
機
と
身
体
を
固
定

し
て
使
い
ま
す
。

●
刈
払
機

て
の
こ
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❹倒した木は一定の間隔に玉切りする　❺切
り落とした枝を集積しておく。急斜面での作業
は体力を要する

❸天気のよい日に森に入る心地よさは
何事にも変え難い。木々の間から優しく
光が漏れる取材日の現場

虫除けの網で顔を覆い仕事をする森林技術員の坂西さん。虫除け効果のほ
か、切り粉が目に飛んでこない効果もある

❶❷チェーンソーのエ
ンジンを止めて刃にや
すりをかけ「目立て」す
る井川さん。目立ては、
森林技術員にとって重
要な仕事。チェーンソ
ーを固定するやり方は
人それぞれのスタイル
があるが、目立て方法
は同じ❸❹

❺

❶

❷

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

　
取
材
で
訪
れ
た
の
は
、
組
合
事
務
所
か
ら
車
で

約
30
分
、
旧
堀
之
内
町
の
森
林
内
。「
漁
場
保
全

の
森
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
除
間
伐
作
業
が
行
わ

れ
て
い
た
。
森
林
技
術
員
は
２
名
。
そ
れ
ぞ
れ
が

持
ち
場
を
担
当
し
、
１
０
０
ｍ
ぐ
ら
い
離
れ
た
場

所
で
作
業
し
て
い
る
現
場
だ
。
刈
り
払
い
を
し
て

伐
採
、
倒
し
た
木
の
枝
を
き
れ
い
に
切
り
落
と
し

て
玉
切
り
し
、
集
積
す
る
と
い
う
一
連
の
作
業
を
、

黙
々
と
こ
な
す
。
広
く
静
か
な
林
の
中
で
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
の
音
だ
け
が
鳴
り
響
い
て
い
た
。

　
森
林
整
備
事
業
の
主
な
業
務
内
容
は
森
林
の
除

間
伐
、
河
川
管
理
の
草
刈
り
、
道
路
建
設
の
た
め

の
支
障
木
伐
採
、
最
近
で
は
災
害
後
の
倒
木
・
土

砂
の
片
付
け
な
ど
。
組
合
と
し
て
の
木
炭
生
産（
炭

焼
き
）事
業
は
中
国
産
と
の
価
格
競
争
に
押
さ
れ

平
成
13
年
に
終
了
し
た
が
、
今
で
も
山
間
部
の
福

山
地
区
な
ど
で
、
数
名
の
職
人
が
炭
焼
き
を
営
む
。

組
合
の
森
林
技
術
員
は
通
年
雇
用
で
は
な
く
期
間

雇
用
で
働
い
て
い
る
。
冬
期
は
、
一
旦
解
雇
に
な
り
、

各
々
が
冬
場
の
雇
用
先
と
個
人
で
契
約
を
結
ぶ
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
冬
場
は
ス
キ
ー
場
で
働
い
て
い

る
が
、
醸
造
元
で
杜
氏
と
し
て
働
く
人
も
い
る
。

Niigata Forestry Magazine

林業事業体レポート

魚沼市森林組合
【魚沼市】

緑の担い手を目指そう! にいがた山しごと情報誌

File06

★

ベ
テ
ラ
ン
中
心
の
森
林
技
術
員

事
業
を
広
げ
、地
域
の
雇
用
を
創
出
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【魚沼市】林業事業体レポート 魚沼市森林組合File06

ベテランの森林技術員として「目立て」について教えてくれた井川さん（右）と坂西さん（左）。
中央の高橋さんは各現場を管理している

魚沼市森林組合
住所／魚沼市細野208-１　電話／025-797-2142　設立／平成17年（合併）
出資金／5508万円　従業員数／38人（うち森林部門15人）
勤務時間／8：00～17：00　主な勤務地／魚沼市
主な従事業務内容／刈払機、チェーンソー及び枝打機を使用しての森林整備
　　　　　　　　　作業、下刈、除伐、間伐、枝打ち、刈払い、伐採作業

【事業主コメント】

【事業体Data】

　
現
在
の
森
林
整
備
の

仕
事
量
か
ら
す
る
と
、
森
林
技
術
員

は
15
名
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
人
数
で
す
が
、

定
年
や
退
職
で
そ
の
都
度
欠
員
補
充
し
て

い
く
予
定
で
す
。
20
代
30
代
の
若
い
人
に

入
っ
て
き
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
未
経
験
者
で
も

新
潟
県
等
で
各
種
人
材
育
成
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
お
り
、
技
術
や
資
格
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
業
界

は
40
代
50
代
で
も
み
な
さ
ん
体
力
が
あ
り
バ
リ

バ
リ
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー

ン
で
林
業
を
始
め
る
人
を
何
人
か
受
け
入
れ
て

き
ま
し
た
。
新
し
い
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援

し
ま
す
。

魚沼市森林組合 代表理事組合長 平井正尚

Igaw
a Takashi

こ
れ
ま
で
ケ
ガ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

無
理
は
し
な
い
こ
と
で
す
ね
。

　
林
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
バ
イ
ト
か
ら
で
し
た
。

１
年
早
く
始
め
た
友
達
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
ら
、
結

局
そ
の
ま
ま
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
別

の
仕
事
を
し
て
い
て
、Ｕ
タ
ー
ン
で
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
け

ど
、
休
み
た
い
な
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
特
に
冬

場
で
す
ね
。
最
近
は
冬
に
伐
採
の
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

以
前
は
工
事
関
係
で
冬
で
も
伐
採
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

雪
の
中
で
の
仕
事
は
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
日
々
の
主
な
仕

事
は
山
の
手
入
れ
、
整
備
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
注
意
し
て
い
る
の
は
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
。
お
陰
さ
ま
で
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
ケ
ガ
を
せ
ず

に
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。
無
理
は
し
な
い
こ
と
で
す
。
無

理
な
仕
事
の
時
は「
で
き
ま
せ
ん
」っ
て
言
う
こ
と
で
す
ね
。

年齢：55歳

林業経験：18年

Banzai M
atoya

大
自
然
の
中
で
己
と
闘
う
│
│

そ
れ
が
こ
の
仕
事
の
魅
力
で
す
。

　
父
親
が
林
業
を
や
っ
て
い
た
関
係
で
、
山
の
仕
事
は

子
ど
も
の
頃
か
ら
馴
染
み
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
中
学
・

高
校
に
な
る
と
バ
イ
ト
と
し
て
山
に
入
っ
て
、
下
刈
り
な

ど
を
し
て
父
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
当
時

は
大
型
宅
地
造
成
や
ゴ
ル
フ
場
開
発
な
ど
が
盛
ん
で
、

ひ
と
山
ふ
た
山
を
全
部
刈
り
取
っ
ち
ゃ
う
な
ん
て
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
身
近
に
林
業
の
時
代
の
変

化
は
見
て
き
て
い
ま
す
。

　
若
い
人
に
は
、
林
業
の
世
界
に
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
て

ほ
し
い
。
誰
に
で
も
で
き
る
仕
事
で
す
か
ら
。
こ
の
仕

事
の
魅
力
は
、
大
自
然
の
中
で
己
と
闘
う
っ
て
こ
と
で

す
ね（
笑
）。
何
人
か
で
山
に
来
て
も
、
仕
事
が
始
ま
る

と
ほ
と
ん
ど
１
人
で
す
か
ら
。
山
で
叫
ん
で
も
歌
っ
て

も
構
わ
な
い（
笑
）。
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
よ
。

年齢：49歳

林業経験：9年

緑の
担い手

〜
大
自
然
の
中
で
、
　
　
　

  

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
働
く
人
た
ち
〜

組
合
で
は
15
名
の
森
林
技
術
員
が
活
躍
中
。

現
場
は
３
〜
４
ヵ
所
に
分
か
れ
、作
業
経
験
や

技
術
面
、通
勤
距
離
な
ど
を
考
慮
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
割
り
振
ら
れ
る
。年
齢
層
は

50
代
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。欠
員
が
出
る
と

随
時
求
人
募
集
を
し
て
い
る
が
、若
い
人
か
ら
の

応
募
を
待
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。定
年
は
65
歳
。

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

井川 高 さん

坂西 真登也 さん
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❶道路に車を止めて、現場はさらに
森林の奥深くへ入っていく　❷現場
では比較的小さな木の伐採が行われ
ていた。道路に近いところで大きめの
木は搬出するため長材にし、小さな
木は細かくして集積しておく。ここか
ら出す木はペレットの原料になると
いう。同社の森林技術員は若手が多
いが、「うちの連中のレベルが上がっ
てきたので、この程度の現場だったら
難なくこなすよ」と写真の俵山さん

　
十
日
町
市
の
総
合
建
設
業
「
㈱
村
山
土
建
」。

平
成
18
年
に
新
部
署
と
し
て
森
林
環
境
課
を
立
ち

上
げ
た
。
自
社
で
管
理
し
て
い
た
広
大
な
山
林
を

専
門
に
担
当
す
る
部
署
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
、

森
林
組
合
を
退
職
し
た
経
験
豊
富
な
人
材
の
受
け

入
れ
、
さ
ら
に
環
境
保
護
に
取
り
組
む
意
識
が
重

な
り
立
ち
上
げ
に
至
っ
た
。
同
課
の
主
な
業
務
は
、

森
林
整
備
の
他
に
、
土
木
工
事
前
の
準
備
工
と
し

て
の
草
刈
り
・
雑
木
の
除
去
、
災
害
後
の
山
の
土

砂
や
倒
木
の
片
付
け
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　
林
業
は
投
資
か
ら
回
収
ま
で
に
非
常
に
長
期
間

を
要
す
る
産
業
で
あ
る
た
め
、
通
常
の
会
社
経
営

と
は
大
き
く
異
な
る
面
が
あ
り
、
経
営
を
成
り
立

た
せ
て
い
く
の
は
厳
し
い
。
そ
れ
で
も
同
社
は
将

来
を
見
据
え
て
森
の
仕
事
の
重
要
性
を
認
識
し
、

業
務
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

森
林
環
境
課
の
社
員
は
７
名
。
そ
の
う
ち
ベ
テ
ラ

ン
を
除
く
若
い
社
員
の
多
く
は
新
卒
採
用
。
若
い

部
署
で
は
あ
る
が
、
長
年
の
経
験
を
積
ん
だ
熟
練

者
が
い
る
こ
と
は
、
若
手
に
と
っ
て
心
強
い
は
ず
だ
。

取
材
で
訪
れ
た
現
場
で
も
先
輩
が
若
手
に
近
づ
き

声
を
か
け
た
り
、
実
際
に
や
っ
て
み
せ
る
な
ど
細

か
い
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
。

❶

❷

❻ ❹

晩秋ともなれば雪が降り始める十日町市の作業現場。常に若手の動きを見て、
声かけを忘れない

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

林
業
の
重
要
性
か
ら
新
部
署
設
立

毎
年
、若
い
人
材
を
積
極
採
用

❸チェーンソーを肩に担ぎ、仕事の状況
確認をする　❹ひょいっと担ぐ様がいな
せに映る“山の職人”。チェーンソーを持
ち歩く時、立ち止まって話をする時など
は、このようにバーを後ろ側にして担ぐ
のが通例　❺森林環境課を取りまとめる
斎木課長。後進の育成に全力を傾ける熟
練技術員　❻森林環境課の暖はペレッ
トストーブで、お湯も沸かせるタイプだ。
林業の将来を明るくするバイオマス事業
だけに、率先してペレットを使っている❸

Niigata Forestry Magazine

林業事業体レポート

株式会社 村山土建
【十日町市】

緑の担い手を目指そう! にいがた山しごと情報誌

File07

★

❺
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【十日町市】林業事業体レポート 株式会社 村山土建File07

Kosugi Daiki

経
験
を
重
ね

仕
事
の
幅
を
広
げ
た
い

　
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
、
家
が
農
家
で
、

草
刈
り
や
山
の
仕
事
を
よ
く
手
伝
っ
て
い
た
の
で
多
少
慣

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
理
由
で
、

森
林
環
境
課
が
あ
る
「
㈱
村
山
土
建
」
を
志
望
し
て
採

用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
社
当
初
は
先
輩
が
伐
っ
た
木

の
処
理
や
道
具
の
片
付
け
か
ら
教
わ
り
、
段
々
と
木
を

伐
る
仕
事
も
教
え
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

木
の
１
本
１
本
手
を
抜
か
ず
に
作
業
す
る
こ
と
を
常
日

頃
か
ら
意
識
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
私
は
森
林
環
境
課

で
一
番
の
若
手
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の
基
本
的
な
資
格

し
か
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
車
両
系
な
ど
を

取
得
し
て
仕
事
の
幅
を
広
げ
た
い
で
す
。
早
く
グ
リ
ー

ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
受
講
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
よ
。

年齢：21歳

林業経験：2年

〜
大
自
然
の
中
で
、
　
　
　

  

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
働
く
人
た
ち
〜

設
立
６
年
の
若
い
森
林
環
境
課
は
、主
に
20
代
と

50
代
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。親
子
と
も
言
え
る

こ
の
年
齢
差
は
、絶
対
的
な
信
頼
感
を
寄
せ
た
り

教
育
熱
に
火
を
付
け
る
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
。

10
年
後
20
年
後
に
な
っ
た
時
、現
在
の
若
手
が

ど
の
よ
う
に
成
長
を
遂
げ
、ど
の
よ
う
な
新
し
い

師
弟
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
か
楽
し
み
だ
。

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

小杉 大樹 さん

Taw
arayam

a M
asuyuki

技
術
は
本
人
自
ら
体
得
す
る
こ
と

　
長
く
森
林
組
合
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
６
年
前
か
ら
「
㈱

村
山
土
建
」
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
林
業
に
必
要
な
資

格
は
重
機
を
含
め
て
大
体
取
得
し
て
い
ま
す
。
組
合
で
は
主
に

林
産
活
動
を
業
務
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
に
移
っ
て
か

ら
は
林
の
手
入
れ
、
除
間
伐
、
小
さ
な
木
ま
で
構
う
よ
う
に
な

っ
た
か
な
。
現
場
で
は
指
導
的
な
立
場
で
、
若
い
社
員
の
面
倒

を
見
て
い
ま
す
。
指
導
と
は
「
教
え
て
見
せ
て
や
ら
せ
て
褒
め

て
指
摘
し
て
」
い
く
こ
と
の
繰
り
返
し
だ
け
ど
、
や
は
り
木
は

１
本
１
本
違
う
し
、
本
人
自
ら
覚
え
て
も
ら
う
し
か
な
い
で
す

よ
ね
。
山
は
気
持
ち
が
い
い
で
す
よ
。
木
が
芽
吹
い
て
山
菜
が

出
て
く
る
春
と
、
キ
ノ
コ
が
採
れ
て
紅
葉
が
見
ら
れ
る
秋
は
特

に
ね
。
夏
と
冬
は
い
る
だ
け
で
大
変
だ
け
ど（
笑
）。

株式会社 村山土建
住所／十日町市山本71番地１　電話／025-752-3721（代）
設立／昭和20年　資本金／3000万円
従業員数／133人（森林環境課7人）
勤務時間／8：00～17：15　主な勤務地／十日町市
主な従事業務内容／特定建設業・一級建築士事務所・測量設計事務所・
　　　　　　　　　森林整備業・産業廃棄物収集運搬業・
　　　　　　　　　宅地建物取引業・石油類給油所

【事業主コメント】

【事業体Data】

株式会社 村山土建 代表取締役社長 村山政文

　
当
社
で
は
、
高
卒
を
中
心
に
若
い
人
を
積
極

採
用
し
て
い
ま
す
。
現
場
で
は
林
業
の
ベ
テ
ラ

ン
か
ら
実
技
指
導
を
受
け
ら
れ
る
し
、
専
門
資

格
も
取
得
で
き
ま
す
。
経
験
を
積
め
ば
自
信
も

つ
い
て
く
る
は
ず
。
若
い
社
員
は
、
同
世
代
と

一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
か
ら
励
み
に
も
な
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
。
林
業
は
自
然
が
相
手
だ
か
ら
労

働
環
境
は
厳
し
い
で
す
。
高
い
所
に
登
っ
た
り

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
重
機
も
扱
う
か
ら
危
険
も
伴

い
ま
す
。
で
も
そ
の
分
奥
が
深
く
て
面
白
い
。

自
然
の
循
環
を
考
え
る
上
で
、
森
を
き
れ
い
に

す
る
仕
事
は
大
事
で
す
。
自
分
の
仕
事
が
地
球

規
模
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
い
う
夢
や
志
を
持
つ
こ
と
で
、

や
り
が
い
が
芽
生
え
て

く
る
は
ず
で
す
。

年齢：53歳

林業経験：30年

俵山 益幸 さん

Kubota Kyouhei

先
輩
目
指
し
て
林
業
の
プ
ロ
に

　
会
社
説
明
会
で
森
林
環
境
課
の
お
話
を
聞
い
て
興
味
を
持
ち

入
社
し
ま
し
た
。
元
々
体
を
使
う
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
よ
。
数
年
前
、
グ
リ
ー
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
講
習
を
受

け
て
、
各
種
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
林
業
の
仕
事
は
、
伐
採

や
枝
打
ち
で
き
れ
い
に
な
っ
た
森
林
を
見
る
と
充
実
感
に
浸
れ

ま
す
。
森
林
環
境
課
は
ま
だ
若
い
部
署
で
す
が
、
斎
木
課
長
や

俵
山
さ
ん
の
よ
う
な
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
け
て
あ

り
が
た
い
で
す
。
後
輩
も
入
っ
て
き
て
教
え
る
立
場
で
も
あ
る

の
で
、
手
本
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。
最
近
は
役
所

の
方
と
打
ち
合
わ
せ
、
現
場
の
森
林
調
査
な
ど
の
仕
事
も
担
当

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
将
来
は
我
が
社
の
先
輩
の
よ
う
な

林
業
の
プ
ロ
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

年齢：24歳

林業経験：5年

久保田 恭平 さん 緑の
担い手

左から斎木課長、村山社長、金井常務
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林業事業体レポート

くびき野森林組合

女
性
や
若
手
ス
タ
ッ
フ
が
活
躍

豪
雪
地
帯
で
も
通
年
雇
用
を
維
持

【上越市】

緑の担い手を目指そう! にいがた山しごと情報誌

❸木を倒す方向を決めるために、枝
ぶりなどから木の重心を確認する富
村さん　❹写真向かって右側の受け
口を入れた後に追い口を入れる。追
い口の位置や高さは状況に応じて変
わってくる　❺輪尺を使って幹の胸
高直径を測る。胸高は胸の高さのこ
とで、日本では地上から1.2mの高さ 
❻現場は、頸城平野と日本海が一望
できる絶景の場所。この眺めを堪能
できるのは森林技術員の特権だ

上越市内から車で約40分の山林内で、若い2人のスタッフが伐採作業をしてい
る。倒木後、運び出すために一定の長さに切る「玉切り」の作業中

❶頸中支所から現場へ向かう準備をしている梨本さん　❷組合からも期待
される若手の2人、梨本さんと富村さん。梨本さんが手にしているのは木の高
さを測るためのポール。森林内の樹木の本数や木の太さ・高さなどを測るプ
ロット調査などの業務も行う

File08

★

　「く
び
き
野
森
林
組
合
」
は
本
所
の
他
に
、
頸

北
支
所
、
頸
中
支
所
が
あ
る
。
訪
問
し
た
の
は
、

若
手
ス
タ
ッ
フ
が
活
躍
し
て
い
る
頸
中
支
所
の
現

場
。
20
代
・
30
代
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
活
気
に

あ
ふ
れ
た
雰
囲
気
。
特
に
紅
一
点
、
梨
本
雅
子
さ

ん
が
場
の
雰
囲
気
を
明
る
く
し
て
い
た
。
若
手
か

ら
発
せ
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ

に
も
好
影
響
を
与
え
て
い
る
。
以
前
は
期
間
雇
用
、

つ
ま
り
冬
場
は
解
雇
と
い
う
契
約
で
従
業
員
を
雇

用
し
て
い
た
が
、
近
年
は
若
手
の
定
着
な
ど
を
目

指
す
た
め
通
年
雇
用
に
切
り
替
え
て
い
る
。
実
際
、

積
雪
の
影
響
で
12
月
半
ば
か
ら
翌
春
４
月
半
ば
頃

ま
で
は
林
業
の
仕
事
は
中
断
と
な
る
が
、
そ
の
間
、

管
内
に
あ
る
海
岸
保
安
林
整
備
や
治
山
工
事
、
薪

割
り
、
高
齢
者
世
帯
の
除
雪
作
業
な
ど
で
冬
場
の

仕
事
を
確
保
し
て
い
る
。
後
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す

る
鉄
道
林
整
備
も
大
き
な
業
務
の
一
つ
と
な
っ
て
い

て
、
雇
用
維
持
の
た
め
に
業
務
の
幅
を
広
げ
る
努

力
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
豪
雪
地
帯
は
根
曲

り
・
幹
曲
り
す
る
木
が
多
い
た
め
、
バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
の
新
し
い
販
路
開
拓
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

❶

❸

❺

❻ ❹

❷

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌
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電
車
の
安
全
走
行
を
維
持
す
る

鉄
道
林
整
備
も
組
合
の
重
要
業
務

細心の注意を払う鉄道林整備

❼線路に対して平行に倒すために、奥から2人で
ロープを引っ張っている。大きな木の場合はチ
ルホールなどのけん引用の機械を用いることも 
❽倒した後に枝を払い、玉切りする　❾処理し
た木や枝を所定の場所へ集積

❶線路まで伸びる雑草や電線にかかる支障木。電線には6,000Vの電流が流れてい
る。伸びた枝が電線に引っ掛かり放電したら非常に危険　❷線路脇まで車で乗り
入れ、作業準備に取り掛かる。車で入れない場所もあるので、道具を持ちながら徒
歩で向かう場合も。冬場の積雪時などは特に厳しい現場もある　❸電車の通行時
刻、人員の配置、作業内容、安全確認など、作業前に入念なミーティングを行う

❹工事発注者から事前にピンクのひも
で指定された支障木。線路側ではなく、
反対側に倒すためにあらかじめロープ
を木にゆわえつけ作業する　❺樹高よ
りも長いロープで引っ張る。この木はさ
ほど高くないが油断は禁物　❻運びや
すい大きさに伐り、集積しておく。運搬は
後日の作業

【上越市】林業事業体レポート くびき野森林組合File08

　
電
車
が
走
行
す
る
上
で
支
障
と
な
る

木
の
伐
採
や
刈
払
い
な
ど
を
行
う
鉄
道

林
整
備
。
細
心
の
注
意
を
払
う
べ
き
は
、

電
車
の
通
行
を
妨
げ
な
い
こ
と
。
電
車

が
通
過
す
る
10
分
前
に
作
業
停
止
、
安

全
な
場
所
で
全
員
退
避
。
万
一
電
車
と

の
接
触
が
生
じ
た
ら
甚
大
な
事
故
に
な

っ
て
し
ま
う
し
、
電
車
を
止
め
て
し
ま

う
よ
う
な
こ
と
も
絶
対
に
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
上
り
下
り
両
側
に
１
人
ず
つ

計
２
名
の
見
張
り
を
付
け
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
、
線
路
・
電
線
側
に
か
か

ら
な
い
伐
採
方
法
を
と
る
な
ど
、
常
に

慎
重
な
技
術
を
求
め
ら
れ
る
。
線
路
の

刈
払
い
な
ど
は
夏
場
に
実
施
。
日
陰
が

な
く
き
つ
い
作
業
に
な
る
。

❶

❸ ❷

❹

❼

❽

❾

❺

❻

電車走行中は、見張りの指示のもとに作業を中止し退避す
る作業スタッフ。くびき野森林組合の鉄道林整備は、冬場で
も仕事が発生するため重要な業務だ

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌
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【上越市】林業事業体レポート くびき野森林組合File08

頸中支所の現場スタッフ。晩秋の雨の中という厳しい環境ではあったが、現場近くの東屋で
笑顔を見せてくれた

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

緑の
担い手

〜
大
自
然
の
中
で
、
　
　
　

  

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
働
く
人
た
ち
〜

従業員数／53人　勤務時間／8：00～17：00　主な勤務地／上越市
主な従事業務内容／森林整備・治山工事・請負工事・廃棄物処理（木くず）

くびき野森林組合
住所／上越市新光町1-11-19
電話／025-522-1920
設立／平成13年（合併）
資本金／7012万円

【事業主コメント】

【事業体Data】

Nashim
oto M

asako

女
性
が
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
を

率
先
し
て
作
っ
て
い
き
た
い

　
以
前
は
妙
高
市
の
ス
キ
ー
場
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

26
歳
の
時
に
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
先
輩
が
男
手

を
探
し
て
い
る
と
聞
い
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
「
私
で
よ

け
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
！
」
と
申
し
出
ま
し
た
。
冬
は

山
に
い
ま
し
た
が
、「
夏
の
山
も
知
り
た
い
」
と
以
前
か

ら
林
業
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
。
初
め
は
組
合
の
方

か
ら
、
大
変
な
仕
事
だ
よ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
夏
の
暑

い
中
の
肉
体
労
働
、
山
に
は
ト
イ
レ
が
な
い
し
、
着
替

え
な
ど
も
大
変
だ
ろ
う
と
。
そ
れ
で
も
今
、
自
然
の
中

で
仕
事
を
で
き
る
喜
び
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
約
１
年

の
産
休
育
休
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
女
性
は
そ
の
よ

う
な
面
で
も
男
性
よ
り
経
験
・
技
術
が
遅
れ
が
ち
。
だ

か
ら
少
し
で
も
長
く
続
け
て
、
林
業
の
多
く
を
学
べ
る

環
境
を
率
先
し
て
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
ね
。

年齢：32歳

林業経験：5年

Tom
im

ura Takeshi

年齢：28歳

林業経験：3年

くびき野森林組合 代表理事組合長 中川耕平

若
手
中
心
の
採
用
と
通
年
雇
用
に
よ
り

20
代
・
30
代
の
活
躍
の
場
が
増
え
て
き
て
い
る
。

若
い
森
林
技
術
員
が
加
わ
っ
た
こ
と
で

現
場
は
明
る
さ
と
活
気
に
満
ち
て
い
た
。

組
合
は
重
機
の
導
入
、資
格
取
得
に
も
積
極
的
。

ベ
テ
ラ
ン
も
含
め
て
各
年
齢
層
か
ら
多
様
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
の
が
心
強
い
。

熟
練
の
大
先
輩
か
ら
技
術
を

習
得
で
き
あ
り
が
た
い
で
す

　
前
職
は
ス
キ
ー
場
で
の
仕
事
で
し
た
。
林
業
は
同
じ

山
の
仕
事
と
い
う
こ
と
で
、
す
ん
な
り
と
転
職
で
き
ま

し
た
ね
。
３
年
間
林
業
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
面
白
み
が
出
て
き
て
、
奥
深
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
特
に
、
狙
っ
た
方
向
に
木
が
倒
れ
た
時
な

ど
は
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
。
正
直
、
始
め
た
頃
は
、
体

力
的
に
つ
ら
く
て
夏
場
な
ど
は
嘔
吐
し
そ
う
に
な
り
な

が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
け
ど
、
今
は
だ
い
ぶ
慣
れ

て
大
丈
夫
で
す
。
う
ち
の
組
合
に
も
60
代
・
70
代
の
大

ベ
テ
ラ
ン
が
い
ま
す
が
、
こ
の
仕
事
は
20
年
か
ら
30
年
や

っ
て
よ
う
や
く
技
術
が
身
に
つ
く
と
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

長
く
続
け
る
つ
も
り
で
す
。
幅
広
い
年
代
の
方
と
お
話

を
す
る
の
は
面
白
い
で
す
し
ね
。
熟
練
し
た
先
輩
は
も

ち
ろ
ん
す
べ
て
の
先
輩
を
お
手
本
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

梨本 雅子 さん

富村 剛志 さん

Blakie Nicholas

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
で
す
。

日
本
の
農
業
”田
ん
ぼ
“を
や
り
た

く
て
上
越
市
に
来
ま
し
た
。
山
が

好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
農
業

か
ら
林
業
へ
移
り
ま
し
た
。
仕
事

で
は
、
刈
払
い
や
枝
打
ち
が
好
き

か
な
。
組
合
の
皆
さ
ん
は
優
し
い

人
ば
か
り
で
毎
日
楽
し
く
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
登
山
と
サ
ー
フ
ィ

ン
が
趣
味
な
の
で
、
上
越
は
僕
に

と
っ
て
過
ご
し
や
す
い
場
所
で
す
。

﹇
平
成
６
年
10
月
・
日
本
帰
化
﹈

年齢：50歳

林業経験：8年

ブレイキー・ニコラス さん

組
合
の
仲
間
と
毎
日
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す

　
森
林
の
現
場
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
年
齢
層

は
20
代
か
ら
70
代
ま
で
各
層
幅
広
く
お
り

ま
す
が
、
60
歳
以
上
は
期
間
雇
用
と
し
、

優
先
的
に
若
手
11
名
を
通
年
雇
用
と
し
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
仕
事
の
中
心
は
、
30
代

か
ら
50
代
。
通
年
雇
用
な
ど
待
遇
面
の
改

善
も
あ
り
、
最
近
は
若
手
の
定
着
と
技
術

力
の
向
上
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

林
業
は
機
械
化
に
向
か
っ
て
い
ま
す
し
、
伐

採
し
た
木
の
搬
出
経
費
を
考
え
て
も
機
械

化
は
重
要
と
捉
え
て
い
ま
す
。
県
の
グ
リ
ー

ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、

積
極
的
に
重
機
の
免
許
を

取
得
さ
せ
て
い
ま
す
。
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能生の内陸側にある百川地域。個人所有の森で利用間伐をするため作業道を
作っているところ。写真は森林技術員として経験年数5年の恩田さん

❶現場では2人の若手森林技術員が作業していた。木の伐採を
担当しているのは恩田さん。木を倒す時に「ピーッ」と大きく笛を
鳴らし、パートナーに注意を呼び掛けた　❷伐採後にバックホウ
で伐根し地面をならし、作業道を作る。オペレーターは林業歴5
年の木島さん

　
平
成
23
年
度
、
森
林
技
術
員
は
29
名
。
そ
の
う

ち
通
年
雇
用
は
７
名
。
残
り
の
20
名
以
上
は
短
期

雇
用
や
臨
時
雇
用
契
約
で
比
較
的
年
配
者
が
占
め

て
い
る
。
通
年
雇
用
は
若
手
を
中
心
に
４
名
が
20

代
と
、
５
〜
６
年
前
か
ら
若
年
層
へ
の
人
員
構
成

に
切
り
替
え
て
い
る
。
技
術
を
習
得
す
る
に
は
、

じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
、
長
期
に
わ
た
っ
て
仕
事
を

す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。
取
材
で
は
、
主
に
こ

の
４
名
が
働
く
現
場
を
ま
わ
っ
た
。
搬
出
コ
ス
ト

を
削
減
す
る
た
め
に
、
今
後
ま
す
ま
す
使
用
現
場

が
増
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
高
性
能
林
業
機
械
を
導

入
し
て
い
る
の
も
組
合
の
特
長
。
グ
ラ
ッ
プ
ル
付

き
バ
ッ
ク
ホ
ウ
、
造
材
用
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
運
搬
用

の
フ
ォ
ワ
ー
ダ
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
稼

働
し
て
い
る
。
森
林
技
術
員
に
は
、
一
定
の
年
数

を
経
る
と
こ
れ
ら
の
高
機
能
林
業
機
械
を
取
り
扱

う
資
格
講
習
を
受
講
さ
せ
る
な
ど
、
人
材
育
成
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
木
材
市
を
組
合
独
自

で
運
営
し
て
お
り
、
平
成
23
年
３
月
に
は
通
算
５

０
０
回
目
と
な
る
記
念
市
が
行
わ
れ
た
。
地
元
産

の
材
を
地
元
の
製
材
所
と
取
り
引
き
す
る
、
地
産

地
消
を
進
め
な
が
ら
今
後
も
地
域
林
業
の
活
性
化

の
た
め
木
材
市
を
継
続
し
て
い
く
。

❶❷

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

❸竹林の奥にあるスギ林から材を出すため
に、竹林に作業道を作っている現場。まずは
竹をチェーンソーで伐採するところから始ま
る　❹❺バックホウで土を掘り、ならしなが
ら前へ進んでいく。オペレーターは、林業歴5
年の渡辺さん。「竹はなかなか倒れないから
大変ですね」。傾斜のある竹林を分け入って
作業道を作るのは容易ではない　❻林の奥
にあるスギ林を搬出間伐するのがここの現
場の最終目的

若
い
人
材
の
起
用
と
高
性
能
機
械
を

駆
使
し
て
新
し
い
林
業
を
切
り
開
く

❸

❹❺❻

Niigata Forestry Magazine

林業事業体レポート

ぬながわ森林組合
【糸魚川市】

緑の担い手を目指そう! にいがた山しごと情報誌

File09

★
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公
園
内
の
整
備
か
ら
山
で
の
植
栽
ま
で

森
林
技
術
員
に
求
め
ら
れ
る
幅
広
い
業
務

❶支障木を倒し、集積するため玉切りを
する森林技術員の吉野さん　❷公園内
の小さな支障木伐採は難しい作業では
ないが、基本動作を怠らないで確実に処
理する　❸春のサクラはもちろん、木々の
緑や紅葉でも市民に人気の美山公園。林
の中まで光が入るようにきれいに整備さ
れた作業完了後の様子　❹支障木伐採
や刈払いなど公園内整備も森林組合の
定例業務となっている。この日は、6人で
公園木の整備にあたっていた

❺❻組合の森林技術員9名によるブナの植栽
作業。この現場では2.1haに5,250本の苗木を植
えている。広葉樹は葉が落ちてからが植えるタ
イミング。2ｍの間隔をあけて1本1本丁寧に土
をかぶせる　❼海からほど近い植栽の現場。後
ろに見えるのは日本海

林業事業体レポート ぬながわ森林組合【糸魚川市】File09

❻

❼

❺

広葉樹の植栽について　今
回
訪
れ
た
の
は
ブ
ナ
を
植
え
て
い

る
現
場
。
ス
ギ
な
ど
の
よ
う
な
木
材
を

採
る
た
め
の
植
栽
と
違
っ
て
、
ブ
ナ
な
ど

広
葉
樹
の
植
栽
は
、
生
物
多
様
性
を
守
り
、

土
砂
の
流
出
を
防
い
で
川
や
海
を
き
れ

い
に
保
つ
な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
行
う
。
植
え
て
か
ら

10
年
間
く
ら
い
は
下
刈
り
を
す
る
が
、

広
葉
樹
の
苗
は
目
立
た
な
い
の
で
苦
労

す
る
。
こ
の
現
場
で
は
誤
伐
し
な
い
よ

う
に
、
苗
木
に
青
い
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
の

目
印
を
巻
い
て
い
た
。
ブ
ナ
の
ほ
か
に
植

栽
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
樹
種
は
、
ケ
ヤ
キ
、

コ
ナ
ラ
、イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
（
ア
カ
イ
タ
ヤ
）

な
ど
。
地
域
の
自
然
を
守
る
た
め
に
は
、

植
栽
地
近
く
の
森
林
か
ら
採
っ
た
種
で
育

て
た
苗
を
使
う
こ
と
も
大
切
だ
。

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌
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❷
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作業道を作る仕事中だった木島さん、恩田さんの若手2人。
左は総務部長の岡田さん

緑の
担い手

〜
大
自
然
の
中
で
、
　
　
　

  

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
働
く
人
た
ち
〜

通
年
雇
用
の
森
林
技
術
員
は
７
名
。

そ
の
内
４
名
が
20
代
で
、経
験
も
４
〜
５
年
と

ま
さ
に
脂
が
の
っ
て
き
た
頃
。

そ
れ
ぞ
れ
が
伐
倒
や
機
械
運
転
な
ど

林
業
に
必
要
な
技
術
を
身
に
つ
け
、

現
場
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
活
躍
中
。

期
待
の
４
名
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

Yoshino Yasuyuki

　
実
際
に
林
業
の
仕
事
を
始
め

て
み
た
ら
、
そ
の
面
白
さ
に
気

付
き
ま
し
た
。
自
分
が
手
を
入

れ
た
山
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い

く
の
は
、
見
て
い
て
う
れ
し
い

で
す
。
た
だ
、
ハ
ー
ド
だ
な
と

思
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
木
が

倒
れ
て
き
て
、
ひ
と
つ
間
違
え

た
ら
命
さ
え
危
な
い
時
も
あ
り

ま
し
た
し…

。
緊
張
感
を
持
っ

て
仕
事
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
ね
。
将
来
的
に
は
も
っ
と
技

術
力
を
高
め
て
組
合
の
先
輩
を

目
標
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

年齢：26歳

林業経験：5年

吉野 康之 さん

ぬながわ森林組合
住所／糸魚川市南押上2丁目13番6号　電話／025-552-1533
設立／平成5年（合併）　資本金／1億5273万円
従業員数／75人（森林部門30人）
勤務時間／8：30～17：00　主な勤務地／糸魚川市
主な従事業務内容／森林整備・木材販売・食品加工

【事業主コメント】

【事業体Data】

ぬながわ森林組合 代表理事組合長 大矢 弘

　
こ
れ
か
ら
の
林
業
は
機
械
を
使
う
現
場
が
ま

す
ま
す
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
当
組
合
で
は

積
極
的
に
高
性
能
林
業
機
械
を
導
入
し
、
若
い

森
林
技
術
員
に
運
転
技
術
を
な
る
べ
く
早
く
習

得
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
森

林
整
備
な
ど
の
業
務
部
で
約
30
人
、
食
品
加
工

な
ど
の
食
品
部
で
約
30
人
の
従
業
員
と
雇
用
契

約
を
結
ん
で
い
ま
す
。
欠
員
が

出
た
場
合
な
ど
に
森
林

技
術
員
の
求
人
募
集
を

し
て
も
応
募
が
少
な
い

の
が
実
状
で
す
。
今
後
も
募
集

を
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、

や
る
気
の
あ
る
方
の
応
募
を
待

っ
て
い
ま
す
。

危
険
を
伴
う
林
業
、緊
張
感
を
持
っ
て
仕
事
を

W
atanabe Atsushi

　
以
前
か
ら
林
業
に
興
味
が
あ

り
始
め
ま
し
た
が
、
実
際
や
っ

て
み
る
と
大
変
で
し
た
。
２
年

目
で
車
両
系
の
資
格
を
取
ら
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
機
械
を
動

か
す
仕
事
が
好
き
で
、
普
段
は

プ
ロ
セ
ッ
サ
の
運
転
が
多
い
か

な
。
危
険
だ
と
思
う
の
は
、
林

の
中
で
機
械
を
振
り
回
す
時
。

人
や
木
に
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
仕

事
は
一
度
基
本
を
覚
え
て
し
ま

え
ば
、
あ
と
は
応
用
で
す
か
ら
。

楽
し
ん
で
や
り
た
い
で
す
ね
。

26歳

林業経験：5年

渡辺 厚志 さん

基
本
を
覚
え
れ
ば
後
は
応
用
、楽
し
ん
で
仕
事
を

Kijim
a Satoshi

　
重
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
木

の
伐
倒
、
運
搬
、
林
業
の
仕
事

は
一
通
り
な
ん
で
も
や
り
ま
す
。

こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
動
機
は
、

自
然
の
中
で
仕
事
を
し
た
い
と

思
っ
た
か
ら
。
外
で
体
を
動
か

す
仕
事
が
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

つ
ら
い
と
思
う
の
は
、
雪
な
ど

天
候
が
悪
い
日
。
そ
れ
で
も
作

業
を
終
え
て
き
れ
い
な
林
を
見

る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
よ
。

林
業
の
魅
力
は
、
自
分
達
で
出

し
た
木
が
建
物
の
構
造
材
に
な

っ
て
い
く
こ
と
で
す
ね
。

年齢：27歳

林業経験：5年

木島 聡 さん

出
し
た
木
が
建
物
の
部
材
に
な
る
の
が
う
れ
し
い

O
nda M

asahiro

　
１
年
目
は
短
期
雇
用
で
し
た

が
、
２
年
目
か
ら
通
年
雇
用
に

な
り
ま
し
た
。
市
場
と
山
、
両

方
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
市

場
で
は
、
木
材
の
販
売
な
ど
お

客
さ
ん
と
や
り
取
り
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
値
付
け
で
売
れ
た

時
は
や
は
り
う
れ
し
い
で
す
ね
。

山
で
の
作
業
が
木
材
の
見
方
を

養
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
林

業
は
自
然
が
好
き
な
人
に
は
お

す
す
め
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
仲
間

に
も
林
業
に
携
わ
っ
て
い
る
人

が
多
い
で
す
よ
。

年齢：26歳

林業経験：5年

恩田 正宏 さん

森
林
で
の
経
験
が
市
場
の
仕
事
に
生
き
て
い
ま
す

林業事業体レポート ぬながわ森林組合【糸魚川市】File09
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❹

　南
魚
沼
市
は
豪
雪
地
帯
の
た
め
、
雪
の
重
み

で
木
の
根
元
が
曲
が
っ
て
し
ま
う
「
根
曲
り
」

の
木
が
多
く
、
建
築
用
材
の
生
産
に
は
長
期
間

を
要
す
る
地
域
。
ま
た
、
豪
雪
地
帯
で
冬
期
間

は
森
林
で
の
作
業
が
困
難
と
な
る
た
め
森
林
技

術
員
は
12
月
の
上
旬
か
ら
４
月
中
旬
ま
で
は
解

雇
さ
れ
る
期
間
雇
用
形
態
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
雪
に
耐
え
た
木
が
強
度
と
し
な
や
か
さ
を

持
つ
よ
う
に
、
期
間
雇
用
は
冬
場
、
近
隣
の
ス

キ
ー
場
で
働
い
て
い
る
若
者
に
と
っ
て
は
、
ス
キ

ー
場
の
仕
事
が
な
い
時
期
に
働
け
る
、
理
想
的

な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
。
県
外
か
ら
の
希
望
者
も

多
く
、
毎
年
、
４
名
以
上
の
森
林
技
術
員
を
採

用
し
て
い
る
。
最
初
は
そ
れ
ほ
ど
林
業
に
興
味

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
若
者
も
実
際
に
現
場
に
出

て
、
ベ
テ
ラ
ン
技
術
員
た
ち
に
よ
る
見
事
な
技

術
や
知
識
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
意
識

を
高
め
て
い
く
と
い
う
。
組
合
で
は
、
近
年
、「
フ

ジ
ロ
ッ
ク
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
に
も
関

わ
り
、
周
辺
の
森
の
ブ
ナ
の
植
樹
や
地
元
の
間

伐
材
を
使
っ
た
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
、
ボ
ー
ド
ウ
ォ

ー
ク（
木
道
）材
を
提
供
。
若
者
た
ち
へ
森
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

冬
場
ス
キ
ー
場
で
働
く
若
者
に

理
想
的
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
実
現

❹丸太をつかんで移動させる重機、グラ
ップルの導入で作業効率アップ　❺この
ように木材を一度に何本もつかんだま
ま、角度を変えられるのがグラップルの
強み　❻林産班では、全員が重機のオ
ペレーター。どの機械でも乗りこなす

フォワーダ塔載のグラップルは、両手両足を使った複雑な操作で技術力が問わ
れる。材の長さや太さを把握した上で、バランス良く荷台に並べる中嶋さん ❺❻

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

❶道端に木材を揃えておくまでが
今回の仕事。積み込みはトレーラー
の運転手が行っている　❷グラッ
プルで荷台に積んだ玉切りした木
材を、フォワーダに積み込み、移動
する　❸作業道を開設し、間伐した
木材を搬出していた林産班チーム
の4名。休憩時はこんななごやかな
ムード

❶

❷❸

Niigata Forestry Magazine

林業事業体レポート

南魚沼森林組合
【南魚沼市】

緑の担い手を目指そう! にいがた山しごと情報誌

File10

★
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荒
れ
て
い
る
山
を
手
入
れ
し
て

美
し
い
森
林
に
再
生
す
る

❹枝打ち後、美しく整えられた森。枝打ち
することによって、良質材を作るとともに
森の中に光が入るようになる　❺現場は
急な傾斜地。皆さんは休憩するときもこ
んな感じでなかなか落ちついて休めない
❻現場に残されたスギの切り株。心材の
色が濃いのは「黒心」と言われるが、材質
が劣っているわけではない　❼枝打ち作
業は一本梯子に登って行われる。一番て
っぺんまで登ると4メートルにもなるため
高度感が増す

❶

❹

❼

❻ ❺

枝打ちをするときは胴綱を巻き、腰に小型チェーンソーをさげて一本梯子を登る。
枝が邪魔になって胴綱を外す場合に備えて、2本巻き付ける場合もある

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌 林業事業体レポート 南魚沼森林組合【南魚沼市】File10

❶枝打ちの道具は、写真のような小型チェ
ーンソー以外に背負い式チェーンソーも
使われるが、従来通りの手鋸やナタで行う
場合もある　

❷現場を案内してくれた、総務課長の
平賀光義さん。「フジロックの森プロジ
ェクト」などの活動で、若い人たちにも
森に興味を持ってもらえると良いです
ね」と話す　❸湯沢町周辺の間伐材を
活用した紙「フジロック・ペーパー」で
作られたフリーペーパー。フジロック
とコラボレーションした活動のひとつ ❸

❷

57 56



林業事業体レポート 南魚沼森林組合【南魚沼市】File10

Takahashi Daisuke

こ
の
業
界
に
入
っ
て
か
ら

山
へ
の
興
味
が
広
が
り
ま
し
た

　
学
生
時
代
、
ず
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
た
の
で
、

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
よ
り
も
体
を
動
か
す
仕
事
を
探
し
て
、

こ
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
仕
事
は
と
て
も
キ
ツ
い
け

れ
ど
、
そ
の
分
、
や
り
遂
げ
た
と
き
の
達
成
感
が
ハ
ン

パ
じ
ゃ
な
い
で
す（
笑
）。
他
に
こ
ん
な
仕
事
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
過
酷
さ
に
辞
め
る
人
も
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、

自
分
は
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
は
現
場
に

行
く
ま
で
の
山
登
り
も
す
ご
く
キ
ツ
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
た
ら
大
丈
夫
に
な
り
ま
し
た
。
林
業

に
興
味
を
持
っ
て
こ
の
仕
事
に
決
め
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
、
仕
事
を
始
め
て
山
へ
の
興
味
が
広
が
り
ま
し
た
。

ま
だ
一
年
目
な
の
で
、
先
輩
た
ち
の
よ
う
に
き
れ
い
に
木

を
伐
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
勉
強
し
た
い
で
す
ね
。

年齢：21歳

林業経験：1年

〜
大
自
然
の
中
で
、
　
　
　

  

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
働
く
人
た
ち
〜

現
場
の
技
術
員
は
全
部
で
43
名
。

20
〜
30
代
の
や
る
気
溢
れ
る
若
者
と

経
験
豊
か
な
年
配
者
の
バ
ラ
ン
ス
も
良
い
。

若
者
た
ち
は
グ
リ
ー
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
や

各
種
重
機
の
資
格
も
取
得
し
、

作
業
効
率
を
上
げ
る
重
機
を
活
用
。

頼
も
し
い
後
継
者
に
育
っ
て
い
る
。

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

高橋 大輔 さん

【事業主コメント】

Im
ai Yukihiro

山
の
成
長
を
見
続
け
ら
れ
ま
す

　
林
業
は
、
あ
ま
り
人
目
に
つ
か
な
い
仕
事
で
す
が
、
長
い
年

月
に
渡
っ
て
森
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
。
何
十
年
、
何

百
年
後
の
後
世
に
も
残
る
、
素
晴
ら
し
い
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

今
、
私
の
仕
事
は
、
重
機
を
使
っ
て
の
搬
出
作
業
や
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
中
心
で
グ
リ
ー
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
資
格
は
何
年
か
前

に
全
部
取
得
し
ま
し
た
。
実
は
、
こ
の
仕
事
を
辞
め
て
他
の
仕

事
を
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
ん
で
す
。
で
も
、
林
業
ほ
ど
の
魅

力
を
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
一
度
、
辞

め
た
か
ら
こ
そ
、
林
業
の
仕
事
の
良
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
体
力
仕
事
だ
し
、
怪
我
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
山
の
成
長
を
見
続
け
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な

魅
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

年齢：30歳

林業経験：11年

今井 幸博 さん

M
izutani Tom

ohiro

県
外
出
身
者
に
も
お
す
す
め
で
す

　
祖
父
が
山
形
で
林
業
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
小
さ
い
頃
は
一

緒
に
山
に
行
っ
た
こ
と
も
。
祖
父
が
「
山
は
日
本
の
国
土
を
守

る
素
晴
ら
し
い
財
産
」
と
話
し
て
い
た
の
も
覚
え
て
い
ま
す
。

自
分
の
仕
事
と
し
て
意
識
し
始
め
た
の
は
、
４
年
前
に
埼
玉
県

か
ら
南
魚
沼
市
に
引
っ
越
し
て
き
て
か
ら
。
新
潟
は
山
が
多
く
、

緑
に
恵
ま
れ
た
、
と
て
も
良
い
環
境
で
す
。
冬
場
の
ス
キ
ー
場

の
よ
う
に
夏
も
山
に
関
わ
る
仕
事
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
た
ら
、
去
年
、
ス
キ
ー
場
で
一
緒
に
働
い
て
い
る
仲
間
か

ら
こ
ち
ら
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
雪
山
か
ら

興
味
を
持
っ
て
山
が
好
き
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
仕
事
は
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。
私
の
よ
う
に
県
外
か
ら
来
て
、
冬
ス
キ
ー

場
で
働
い
て
い
る
者
に
は
、
と
て
も
良
い
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

年齢：35歳

林業経験：2年

水谷 知弘 さん

南魚沼森林組合
住所／南魚沼市舞子1819　電話／025-783-3349
設立／平成17年（合併）　出資金／1億2000万円　従業員数／54人（森林48人）
勤務時間／8：00～17：00　主な勤務地／南魚沼市・湯沢町
主な従事業務内容／森林整備、木材加工

【事業体Data】

南魚沼森林組合 代表理事組合長 杉山幸平

　
今
は
、
資
産
と
し
て
の

山
の
価
値
が
下
が
っ
て
き
て
い
る
け
れ
ど
、

南
魚
沼
で
も
放
置
状
態
の
山
が
増
え
て
い
る
の

は
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
森
林
整
備
は
誰
か
が

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
で
す
。
う
ち
で

は
、
現
場
技
術
員
は
毎
年
、
４
人
以
上
、
今
年

は
７
人
採
用
し
ま
し
た
。
定
年
に
な
る
ま
で
辞

め
る
人
も
少
な
い
の
で
、
全
体
の
就
業
人
数
は

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
現
場
技
術
員
は
来
る
日

も
来
る
日
も
山
に
行
く
わ
け
だ
し
、
山
に
登
る

だ
け
で
も
大
変
な
上
、
作
業
は
孤
独
。
危
険
な

作
業
も
あ
り
、
常
に
緊
張
感
が
強
い
ら
れ
る
。

我
慢
強
い
人
じ
ゃ
な
い
と
、
こ
の
仕
事
は
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。

緑の
担い手
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❶杉林に優しく漏れる太陽の光。静かな森の
中でチェーンソーの音だけが響く  ❷井川さん
と坂西さんにインタビュー。チェーンソーの目
立てを実際に見せてくれた  ❸組合事務所から
さらに山あいとなる福山地区にある炭焼き小
屋  ❹前日に窯から出した炭を冷まし拾い出す  
❺現場管理の高橋さんに取材  ❻平井組合長
から雪が多い地域の現状と問題点について説
明を受けた

　取材日が晴れるのは何ともうれしいです。越後須原駅から車
で５分ほどの「魚沼市森林組合」。管理課主任の高橋さんに案
内いただいて30分ほど車を走らせて山林へ入りました。杉の
間伐作業を行なっていた２名の方にお話を聞きましたが、印象
的だったのは道具の取り扱いについて。チェーンソーの刃を
各々のやり方でヤスリをかけておく「目立て」のことなど、職人
ならではの話が聞けました。事務所は食品加工場も兼ねてい
て、白衣を着たスタッフさんも十
数名いらっしゃいました。

❶ ❷

❸❹

❺

❻

❶ブナの植樹現場を取材。奥に見えるのは日
本海　❷大矢組合長にインタビュー　❸作
業道を作る木島さん。しっかり根の張ったス
ギの切株を掘り起こすのは重要な作業　❹
森林技術員のモデルとして恩田さんに全身
写真をリクエスト　❺糸魚川市の美山公園
の支障木整備をしていた吉野さんにインタ
ビュー　❻竹林の奥にあるスギ林で作業道
を作っていた渡辺さん。重機の作業が好きだ
とか

　小雨模様の朝。6時過ぎに新潟を出発し9時前にぬながわ森
林組合事務所に到着しました。取材に大変協力的だった総務
部長の岡田さん。現場を4ヵ所もご案内いただきました。森林技
術員のうち通年雇用が8人。さらにそのうち4人が20代で、みん
ななかなかの男前。無口なところもいい。山の仕事が男の顔を
作っているのかは定かでないけれど、とにかく精悍でした。午
後からは日が射してきて、今回の取材で初めてとなる植林の現
場を見ることもできました。

❶

❸

❹ ❷

❺

❻

十日町市

株式会社
村山土建

❶雪の中、木の根や枝を踏みながら斜面を上
る。作業現場はもっと奥だ　❷入社3年目の小
杉さんにインタビュー。ICレコーダーの手がか
じかむ～　❸山から戻り森林環境課の事務
所で話を聞く。壁は自然味にあふれた無垢の
木を採用　❹冬場に大活躍する除雪車群。同
社の心強いラインナップ　❺左から齋木課長、
村山社長、金井常務。村山社長からは若手育
成と林業に対する熱いお気持ちを伺えた

　新潟市を出発した時点では雨。しか
し十日町市内でみぞれに変わり、現場
に到着した時点で、めでたく（!?）今年
初の雪となりました。取材チームはこ
こまで雨や崖の現場を繰り返してきた
ので、ひるまずにドンドン山に入って
いきます。斜面の歩き方もかかとに力
を入れ、ガツガツ踏み入ります。こんな
気持ちになれたのも、朝早くから夕方
までこのような厳しい場所で未来のた
めに黙 と々仕事をされている皆さんを
見てきたからこそ。現場はペレットな
どになる細い木を伐採していました。

❶

❸ ❷

❹

❺

くびき野
森林組合

❶若手のホープ富村さん（左）と女性林業人と
して期待される梨本さん。手を休めて差し入
れのたい焼きを頬張る2人  ❷後日晴れた日に
頸中支所作業現場を再訪した際、眼下に見ら
れた棚田の風景  ❸JR越後線刈羽駅と荒浜駅
間での支障木伐採作業。電車の通行が最優先
のため見張りを付けることが義務  ❹雨のため
近くの東屋で梨本さんにインタビュー  ❺頸中
事務所で参事の西條さんに組合の現状を聞く

　こちらは２日間に渡っての取材とな
りました。まず11月7日に同組合頸中支
所のお仕事を拝見。朝からあいにくの
雨で、カーラジオからは「上越地方に豪
雨警報と土砂災害に注意!!」って、正直
引き返したい気分。しかし取材現場で
元気をもらいました！ 若いスタッフが
冗談を飛ばしながら明るく楽しい仕事
ぶり。紅一点の梨本雅子さんが一番活
動的で、場の雰囲気を作っていました。
16日におじゃました頸北支所の鉄道林
整備は、電車の通行に細心の注意を払
いながらの緊張感ある現場でした。

❶

❸ ❷

❹

❺

上越市

❶のっけから急な傾斜に立ちすくむ　❷下を見
て、「無事に下界に帰れるんだろうか」と不安に 
❸枝打ちされて美しく整えられた山。雨に濡れ
ていっそう幻想的な雰囲気に　❹こちらは森の
中に作業路を作る現場。ダイナミックな重機の
動きを遠くから見る私達　❺林業を始めて1年
目の高橋さんにインタビュー。前向きな言葉に
思わずこちらも笑顔に　❻雨で足場も悪い中、
皆さんこんな傾斜地で作業しているのです！

　この日の取材も雨でしたが、今回は現場が山の奥の方という
ことで、雨の中での山登りを初体験。道なき山を登る中、ぬか
るみに足を取られ、思わず目の前の木の枝をつかんだら枝が
抜けて尻もち…なんてのは序の口。なかなか現場に辿りつけ
ない中、雨と涙で目の前の景色がぼやけていくのでした。そん
な山奥の現場、しかも傾斜地で働く皆さんは本当にスゴイ。改
めて林業の厳しさを身を持って体験しました。ホント、この日は
取材時間より山登り時間の方が
長かったかも…。

❶

❹

❷

❸

❺

❻

平成23年11月から平成24年2月までの約4ヶ月間にわたり、
新潟県内各地の林業事業体を取材して、この冊子ができあがりました。
その製作スタッフによる「取材記」をお届けします。
取材を通してスタッフが肌で感じた思いを、ぜひご覧ください。

Niigata Forestry Magazine緑の担い手を目指そう!

にいがた山しごと情報誌

＜スタッフ紹介＞
私たちが取材に
お伺いしました！ 取材を重ねるごとに林業に魅了されていま

す。現場の皆さんの笑顔もとても印象的！

Tomoko Kuwabara

桑原知子

【ライター】

福島出身です。新潟の豊かな自然、温かい
人柄、ご当地グルメに浸っています！

Yoshinori Watanabe

渡部吉則

【ライター】

林業に携わる皆さんの頑張っている様子を
写真を通して伝えていきたいと思います!

Shinji Nakazawa

中沢真二

【カメラマン】

取材記

魚沼市森林組合H23.11.18 取材

魚沼市

H23.11.21 取材

H23.11.7＆11.16 取材

ぬながわ森林組合H23.12.13 取材

糸魚川市

南魚沼森林組合H23.11.11 取材

南魚沼市
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37歳

　研修に申し込んだ人が全員受講できる訳ではなく、人
選されての 13 名ですからね。気を引き締めて臨みました。
これからは、この資格を生かして仕事に取り組みたいと思
います。このような研修は、他の組合、会社の人とも交流
を図れるのでありがたいです。特に森林研究所での宿泊研
修は、みんなと大いに親睦を深めることができ、講習の
受講以外にもいろんな収穫がありました。

く
び
き
野
森
林
組
合
　
林
業
経
験
９
年

光
瀬 

史
倫 

さ
ん

Niigata Forestry Magazine

資
格
や
講
習
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？

資
格
や
講
習
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？

平
成
23
年
度 『
グ
リ
ー
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
研
修
』参
加
者
の
声

　
林
業
と
い
え
ば
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

他
に
も
、
本
誌
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
様
々
な
機
械
を
駆
使
し
て
、
作
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
間
伐
し
た
材
を
搬
出
す
る
搬
出

間
伐
は
、
近
年
最
も
重
要
な
作
業
と
な
っ

て
お
り
、
新
潟
県
で
も
推
進
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
搬
出
間
伐
で
は
、
伐
採
の
他
、

材
を
集
め
て
く
る
「
集
材
」、
山
土
場
ま
で

材
を
運
ぶ
「
運
材
」、
集
め
た
材
を
積
み
上

げ
る
「
集
積
」、
集
積
し
た
材
を
ト
ラ
ッ
ク

や
ト
レ
ー
ラ
ー
へ
積
み
込
む
「
積
込
」
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
今
後
、
林
業
は
ま

す
ま
す
機
械
化
の
方
向
へ
進
ん
で
い
き
ま
す
。

森
林
技
術
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
シ
ー
ン

で
使
わ
れ
る
機
械
の
運
転
資
格
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
資
格
講
習
や
安

全
講
習
な
ど
が
数
多
く
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
搬
出
間
伐
を
行
う
た
め
に
は
、
各

種
機
械
が
森
林
内
に
入
れ
る
よ
う
作
業
道

の
開
設
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
、
こ
れ

に
も
様
々
な
技
術
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
林
業
経
験
が
浅
い
方
な
ど
で
特
に
資
格

が
な
く
、
安
全
講
習
や
技
能
講
習
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
方
で
も
、
就
業
後
に
各
種
資

格
等
の
取
得
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
潟
県
と
農
林
公
社
で
行
っ
て
い
る
グ
リ

ー
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
研
修
で
は
、
右
ペ
ー
ジ

に
あ
る
各
種
資
格
の
講
習
を
年
間
を
通
し

て
受
講
で
き
る
よ
う
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
、
５
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
全
13
回
の
講
習
が
開
か
れ
、

13
名
の
グ
リ
ー
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　
県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
、
平
成
23
年
度

の
技
術
員
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

＜特別教育＞　※労働安全衛生法第59条第3項で定めるもの。

★機械集材装置の運転業務（原木等を空中において運搬する場合）
★伐木等の業務に係る特別教育（チェーンソー大径木）
● 伐木等の業務に係る特別教育（チェーンソー大径木以外）
● 巻上げ機の運転業務
● 玉掛けの業務（吊り上げ荷重１トン未満）
★伐木等機械の運転の業務
★走行集材機械の運転の業務
★簡易架線集材装置等の運転の業務

＜技能講習＞　※労働安全衛生法第76条第1項で定めるもの。別表第18。

★地山の掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習
★はい作業主任者技能講習　★小型移動式クレーン運転技能講習
● フォークリフト運転技能講習
★車輛系建設機械（整地・運搬・積込み用及び掘削用）運転技能講習
★不整地運搬車運転技能講習　★玉掛け技能講習

＜安全衛生教育＞
● 林内作業車を使用する集材作業従事者　● 刈払機取扱作業者

＜免許＞　※林業架線作業主任者免許規程。

● 林業架線作業主任者免許

平成23年度のグリーンエキスパート研修生13名。右は講師の農林公社・福田さん

山仕事
コラム

林
業
従
事
者
に
必
要
と
な
る
主
な
講
習

22歳

　５月から 12 月までの期間、十日町市から新潟市に通う
のは遠くて大変でしたが、楽しく受講させていただきま
した。特に森林研究所での「ワイヤー編み」の講習が印
象に残っています。他の受講生とも仲良くできて良かっ
たです。わが社では、入社３～４年になると受講させて
くれるので、ありがたいです。これからも取得した資格
を現場で生かしていきたいです。

株
式
会
社 

村
山
土
建
　
林
業
経
験
４
年

山
田 

裕
樹 

さ
ん

41歳

　なんとか寝ることもなく（ ? !）真面目に講習を受けて無
事に終了することができました。全員初対面でしたので、
最初は堅苦しかったけど、８ヵ月もこうやって一緒に受講
していたらみんな仲良くなりますよね。資格を取ってグリ
ーンエキスパートにはなりましたけど、実際に現場で機
械を動かすのはまだまだ初心者。これから覚えて行くこ
との方が多いです。

中
越
よ
つ
ば
森
林
組
合
　
林
業
経
験
５
年

今
井 

康
則 

さ
ん

22歳

　研修は終了となりますが、これから取りたい資格はま
だまだありますし、勉強も続けていきたいです。林業の
現場では一層機械化が進んでいくでしょうから。13 名と
受講できたことも良かったです。同じ林業の仕事をしてい
て他の組合、会社はどんな特徴があるのかなど話を聞け
るので、今回だけで終わることなく今後も交流を続けて
行きたいと思っています。

ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合
　
林
業
経
験
４
年

熊
倉 

広
大 

さ
ん

★
は
グ
リ
ー
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
研
修
で
受
講
で
き
る
講
習
で
す
。
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にいがた山しごと情報誌
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【掲載事業体】 
村上市森林組合
両津東部森林組合
有限会社 中惣林業
中蒲みどり森林組合
大谷林業
魚沼市森林組合
株式会社 村山土建
くびき野森林組合
ぬながわ森林組合
南魚沼森林組合

にいがた山しごと情報誌

★新潟県の林業に興味を持った方は
公益社団法人  新潟県農林公社「新潟県林業労働力確保支援センター」のHPをチェック!!

http://www.niigata-rinrou.com/ 新潟　林業　センター 検索

新潟県
認定事業体一覧
平成26年4月1日現在

■認定事業体とは……
　林業に従事する中で、雇用管理の改善と事業の合理化などの「改善
　計画」を作成し、新潟県知事の認定を受けた事業体のことです。

※公益社団法人 新潟県農林公社「新潟県林業労働力確保支援センター」　〒950-0965  新潟市中央区新光町15-2 公社総合ビル5階　☎025-285-7711

【森林組合】
関川村森林組合
村上市森林組合
いわふね森林組合
東蒲原郡森林組合
さくら森林組合 　　　　　　　
中蒲みどり森林組合
南蒲原森林組合
中越よつば森林組合
柏崎地域森林組合
魚沼市森林組合
湯之谷地域森林組合
南魚沼森林組合
十日町地域森林組合
津南町森林組合
ゆきぐに森林組合　　　　
くびき野森林組合

頸南森林組合
ぬながわ森林組合
両津東部森林組合
新穂森林組合
佐渡森林組合　　　　
南佐渡森林組合

岩船郡関川村大字上関1021番地3
村上市府屋121番地2
村上市羽黒町2-38
東蒲原郡阿賀町両郷乙515番地
新発田市中倉48番地2
五泉市村松工業団地2丁目1566番地2
加茂市大字下高柳字出戸1番地1
長岡市雲出町字前田4421
柏崎市三和町9番22号
魚沼市細野208番地1
魚沼市湯之谷芋川568番地
南魚沼市舞子1819番地
十日町市大黒沢1789番地1
中魚沼郡津南町大字中深見乙2176番地
上越市大島区棚岡1569番地1
上越市新光町1丁目11-19
※2014年6月～［新住所・TEL］
上越市大字青野2741番地
妙高市大字志2243番地2
糸魚川市南押上2丁目13番6号
佐渡市下久知572番地13
佐渡市新穂瓜生屋666番地2
佐渡市千種247番地1
佐渡市羽茂本郷1921-1

0254-64-1249
0254-77-3121
0254-52-1593
0254-95-2016
0254-29-0600
0250-58-7824
0256-53-0080
0258-21-4525
0257-22-6212
025-797-2142
025-792-2562
025-783-3349
025-758-3115
025-765-2510
025-594-2041
025-522-1920

025-520-6200
0255-72-3379
025-552-1533
0259-27-7156
0259-22-2027
0259-63-4164
0259-88-2017

【その他認定事業体】
株式会社  見晴屋林業
株式会社  和信建設
株式会社  マルユー
有限会社  中惣林業
高根生産森林組合
有限会社  マルワイ
有限会社  阿部林業工務店
有限会社  丸実
有限会社  山作
有限会社  馬場工務店
株式会社  牛木組
岩佐木材有限会社
株式会社  村山土建
若月建設株式会社
カネか渡辺建材株式会社
株式会社 戸田組
新潟県森林組合連合会

南魚沼郡湯沢町大字三国1102番地1
妙高市大字杉野沢1675-1
加茂市幸町1丁目2番22号
東蒲原郡阿賀町綱木2029番地
村上市高根804番地1
東蒲原郡阿賀町日野川乙1889番地
村上市松沢143
村上市桃川1085-1
村上市山屋1715番地2
東蒲原郡阿賀町細越534
上越市名立区名立大町1630番地1
村上市府屋197番地11
十日町市山本71番地1
新発田市小戸1305番地
村上市今宿45番4
魚沼市葎沢204-8
新潟市西区曽和521-3

025-789-3493
0255-86-6245
0250-58-8688
0254-99-3446
0254-73-0265
0254-95-2264
0254-66-6440
0254-66-5628
0254-66-7345
0254-99-3592
025-537-2316
0254-77-2041
025-752-3721
0254-31-4111
0254-66-5328
025-792-0417
025-261-7111


